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【目標６】 

次代を担う子供たちを健やかに育む基盤の整備 
 
 
 

     １  家庭生活と仕事との両立の実現 

     ２ 子供を犯罪等の被害から守るための活動の推進 

     ３ 子供の安全を確保するための取組の推進 

     ４ 良質な住宅と居住環境の確保 

     ５ 安心して外出できる環境の整備 

     ６ 子供・子育てを応援する機運の醸成 

 
 働 きな がら 子 育て をし てい くた め には 、ラ イ フ・ワ ーク・バ ラン スの 実現 に 向け た取
組が 不可 欠で す 。そ のた め 、性 別に か か わら ず 、育 業し や す い職 場環 境づ く りや 、仕事
と 子 育 て を 両 立 で き る 雇 用 環 境 の 整 備 を 行 う と と も に 、 働 き 方 の 見 直 し に 向 け た 普 及
啓発 等が 必要 で す。  
 ま た 、子 育て 世帯 が安 心し て暮 ら せる 住環 境の 確保 や 、交 通事 故 、家 庭内 等で の不 慮
の事 故等 を防 ぐ ため の取 組も 必要 で す。  
 さ らに 、身 近 な地 域 のま ちづ くり や 政策 を子 供の 目線 に 立っ て進 める とと も に、様 々
な主 体と 連携 す るこ とで 、社 会全 体 で子 供・子 育て を応 援 して い く機 運を 醸成 す る取 組
が必 要で す。  
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【１ 家庭生活と仕事との両立の実現】 

＜家庭を取り巻く状況＞ 

 ○  最 年少 の 子供 が就 学前（ ６歳 未満 ）の家 庭に おけ る 共働 き率 は 、年 々増 加傾 向に
あり 、令 和２ 年 では 、全国 で 61.9％、東 京 都で は、63.1％ とな って いま す。こ れま
で、東 京都 の共 働き 率は 、全国 値よ り低 い状 況が 続い て きま した が 、令 和２ 年は 全
国値 より 高く な って いま す。  

 
図 表 95 最 年 少 の 子 供 が 就 学 前 の 家 庭 に お け る 共 働 き 率 （ 全 国 ・ 東 京 都 ）  

 
資 料 ： 総 務 省 「 国 勢 調 査 」（ 令 和 ２ 年 ）  
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 ○  近 年 、女 性 の 有業 率は 増加 傾 向に あり ます 。また 、結 婚・出産 期に 当た る 年 代で
有業 率は 一旦 低 下し 、子 育て が落 ち 着い た時 期に 再び 上 昇す る M 字 カー ブは 緩 や
かに なっ てい ま す。  

 ○  一 方で 、女 性の 正規 雇用 比率 は 20 代 後半 をピ ーク に 右肩 下が りの「L 字カ ーブ 」
の傾 向が あり 、出産 な どで 退職 する と 、再 就 職の 際に は非 正 規雇 用と なる 割合 が 高
いと 推測 され ま す。  

図 表 96 年 齢 別  女 性 有 業 率 の 推 移  

 
資 料 ： 東 京 都 総 務 局 「 都 民 の 就 業 構 造 」  

図 表 97 女 性 の 正 規 雇 用 比 率  

 

資 料 ： 東 京 都 「 東 京 の 労 働 力 （ 労 働 力 調 査 結 果 ） 令 和 ５ 年 平 均 」 を 基 に 作 成   
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 ○  「以 前は 働 いて いた 」と回 答し た 母親 に 、仕 事を 辞め た 理由 を聞 いた とこ ろ、「 育
児に 専念 した か った ため 」の 割合 が 31.0％と 最も 高く 、 次い で「 結婚 のた め 」が
21.1％ とな って いま すが 、と もに 前 回よ り減 少し てい ま す。  

 
図 表 98 仕 事 を 辞 め た 理 由 （ 東 京 都 ）（ 母 親 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 東 京 都 福 祉 保 健 基 礎 調 査 」（ 令 和 ４ 年 度 ）  
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仕事を続けることについて、

家族の理解が得られなかったから
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家族の転勤や通勤上の理由のため

健康上の理由

仕事が自分に向かなかったから

労働条件（労働時間、賃金等）が合わなかったから

勤務先で仕事と子育てを両立する制度

（育児休業、短時間勤務等）が整っていなかったから

仕事と子育てを両立することについて、

職場の理解が得られなかったから

仕事を続けることの意義を感じなかったから

会社倒産や人事整理など会社の都合から

その他

無回答
R4 母（n=617）
H29 母（n=1179）

母
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 ○  就 学 前 の 児 童 が い る 世 帯 に お け る 、 現 在 就 労 し て い な い 母 親 の 今 後 の 就 労 希 望
をみ ると 、「い ず れ働 きた い」の割 合が 増 加す ると とも に「 今 後も 働く つも り はな
い」 の割 合が 減 少し てお り、 就労 希 望が 増加 して いる こ とが うか がえ ます 。  

 
図 表 99 今 後 の 就 労 希 望 （ 現 在 働 い て い な い 母 親 ）（ 東 京 都 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 東 京 都 福 祉 保 健 基 礎 調 査 」（ 平 成 29 年 度 、 令 和 ４ 年 度 ）  
 
 ○  今 後の 就 労希 望に つい て、「 今す ぐ にで も働 きた い」又 は「い ずれ 働 きた い 」と

回答 した 母親（537 人 ）に、ど のよ うな 条件 が満 たさ れれ ば 働く こと がで きる と 思
うか 尋ね たと こ ろ、「 短い 時間 でも 働 ける 職場 があ れば 」が 62.8％ と最 も高 く 、次
いで「 希望 する 労 働条 件で あれ ば 」が 43.2％ 、「 子育 て に手 がか か らな くな った ら 」
が 39.9%とな って い ます 。  

 
図 表 100 就 労 す る た め の 条 件 （ ３ つ 以 内 の 複 数 回 答 ）（ 東 京 都 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 東 京 都 福 祉 保 健 基 礎 調 査 」（ 令 和 ４ 年 度 ）   
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 ○  ６ 歳未 満 の子 供の いる 家庭 に おけ る１ 日の 家事・育児 時間（ 週全 体平 均 ）に つい
て夫 婦で 比較 す ると 、妻 の 家事・育児 時間 の平 均は 、全国 で 410 分 、東京 都で 443
分に 上り ます 。それ に対 し、夫の 家 事・育児 時間 の平 均 は、全国 で 94 分 、東京 都
で 95 分 です 。  

 
図 表 101 １ 日 の 夫 婦 の 家 事 ・ 育 児 時 間 （ ６ 歳 未 満 の 子 供 の い る 家 庭 ）（ 週 全 体 平 均 ）  

 
資 料 ： 総 務 省 統 計 局 「 令 和 ３ 年 社 会 生 活 基 本 調 査 」  
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 ○  東 京都 内 にお ける 夫婦 の家 事・育 児分 担の 割合 に つい ては、妻：夫が ５：５（夫
の回 答）、６：４（妻 の回 答 ）を 理想 とす る割 合が 高い の に対 して 、現実 は妻：夫
が８ ：２ 、9：1 の 割 合が 高く なっ て いま す。  

 
図 表 102 夫 婦 の 家 事 ・ 育 児 分 担 の 割 合 （ 理 想 と 現 実 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 令 和 ４ 年 度 東 京 都 福 祉 保 健 基 礎 調 査 」  
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 ○  就 学前 の 子供 を持 ち、 就業 し てい る親 の帰 宅時 間 をみ ると 、22 時 以降 に 帰 宅す
る父 親の 割合 は、平成 29 年度 に比 べて 減 少 し、令 和 ４年 は２ 割を 下回 って いま す 。
また、18 時よ り前 に 帰宅 する 母親 の 割合 は約 45％で、平 成 29 年よ り若 干で す が、
帰宅 時間 の遅 い 母親 の割 合が 高く な って いま す。  

 
図 表 103 帰 宅 時 間  

 

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 令 和 ４ 年 度 東 京 都 福 祉 保 健 基 礎 調 査 」  
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 ○  育 児・介 護休 業法 には 、１歳 に満 たな い子 を養 育 する 労働 者は 、その 事業 主に 申
し出 るこ とに よ り、育児 休業 をす る こと がで きる と定 め られ てい ます 。また 、平成
29 年 10 月 から 、 保 育所 に入 れな い 場合 など は、 ２歳 ま で育 児休 業取 得を 可 能と
する 法改 正が さ れま した 。  

 ○  東 京 都 で は 、 ほ と ん ど の 企 業 が 育 児 休 業 規 定 を 設 け て お り 、 取 得 可 能 期 間 は 育
児・ 介護 休業 法 に則 った 「原 則は １ 歳だ が一 定の 場合 は ２歳 」の 企業 が約 5 割 を
占め てい ます 。 しか しな がら 、女 性 の育 児休 業取 得率 が 、令 和５ 年度 に は 92.9％
であ るの に対 し て、 男性 の取 得率 は 38.9％と 、以 前よ り 上昇 して はい るも の の、
依然 とし て低 い 状況 です 。  

 
図 表 104 育 児 休 業 の 取 得 可 能 期 間  

 
資 料 ： 東 京 都 産 業 労 働 局 「 東 京 都 男 女 雇 用 平 等 参 画 状 況 調 査 」（ 令 和 ５ 年 ）  
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図 表 105 育 児 休 業 取 得 率 （ 東 京 都 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 産 業 労 働 局 「 東 京 都 男 女 雇 用 平 等 参 画 状 況 調 査 」（ 令 和 ５ 年 ）  

（ 注 ） 平 成 24 年 度 は デ ー タ な し  
 
 ○  育 児 休 業 取 得 者 及 び 申 し 出 た 従 業 員 が い る 事 業 所 に 対 し 、 育 児 休 業 取 得 期 間 は

どの くら いか 尋 ねた とこ ろ 、男 性で は「 １か 月〜 ３か 月 未満」（32.4％ ）が 最も 多
く 、次 いで「 ３ か月 〜６ か月 未満 」（14.4％ ）と なっ てい ま す 。女性 では「 ６ か月
〜１ 年未 満」（34.0％）が最 も多 く、次 いで「 1 年 を超 え 1 年 6 か 月未 満」（22.6％）、
「１ 年」（21.2％） と なっ てい ます 。  

 
図 表 106 育 児 休 業 の 取 得 期 間 （ 東 京 都 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 産 業 労 働 局 「 東 京 都 男 女 雇 用 平 等 参 画 状 況 調 査 」（ 令 和 5 年 ）  
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男性
（n=188）
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3か月〜6か月未満 6か月〜1年未満 1年 1年を超え1年6か月未満

1年6か月〜3年未満 3年〜 無回答
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 ○  育 児休 業 を取 得し なか った 理 由に つい ては 、男 性 は「 取 る必 要が なか っ たか ら」、
女性 は「そ の 当時、就労 して いな か った から」の割 合 が高 く なっ てい ます が、「 勤
務先 で制 度が 整 って いな い（い なか っ た ）から」、「職 場全 体 と して 、取り づら い 雰
囲気 だか ら」、「 自分 が 休む と家 計が 苦 しく なる から 」と い った 理 由で 取得 でき な か
った 人も いま す 。  

図 表 107 育 児 休 業 を 取 得 し な か っ た 理 由 （ 東 京 都 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 東 京 都 福 祉 保 健 基 礎 調 査 」（ 令 和 4 年 ）  

 
 ○  育 児・介 護休 業法 には 、小学 校就 学前（ 令和 ７年 ４月 １日 から は小 学 校３ 年生 修

了ま で ）の 子を 養 育 する 労働 者が 、子 供 の看 護等 のた め に 、申請 によ り 、子 １ 人の
場合 １年 に５ 日 まで 、２ 人以 上の 場合 １ 年に 10 日ま で 休暇 を 取得 する こと が でき
る看 護休 暇制 度 が定 めら れて いま す 。  

 ○  し かし な がら 、法改 正前 であ っ た調 査時 点に おい て 、看 護 休暇 制度 の認 知 度を み
ると 「知 らな い」（44.5%） が「 知っ てい た 」（54.9%）を やや 下 回っ てい ます 。  

図 表 108 看 護 休 暇 制 度 の 認 知 度 （ n=1,133）（ 東 京 都 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 産 業 労 働 局 「 東 京 都 男 女 雇 用 平 等 参 画 状 況 調 査 」（ 令 和 ５ 年 ）  
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（n=1,444）

父
（n=2,010）

勤務先で制度が整っていない
（いなかった）から

上司の理解が得られなかったから 職場全体として、取りづらい雰囲気
だったから

自分が休むと家計が苦しくなるから 配偶者の理解が得られなかったから 育児休業制度を利用できることを
知らなかったから

その当時、就労していなかったから 取る必要がなかったから その他

無回答

54.9% 44.5% 0.6%
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知っていた 知らない 無回答
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＜現状と課題＞ 

 ○  近 年 、共 働き や女 性の 有業 率 が増 加傾 向で あり 、出産 、育児 と仕 事を 両 立さ せて
いく ため には 、法定 の 休暇 制度 や企 業 独自 の支 援制 度を 整 備す るこ とに 加え 、制度
の対 象と なる 従 業員 が積 極的 に活 用 でき るよ うな 職場 の 環境 整備 が重 要で す 。  

 ○  ラ イフ・ワー ク・バ ラン スの 実現 に向 けて 、多様 な働 き方 や両 立支 援 制度 とい っ
た「仕 組み 」を作 る だけ では 不十 分 であ り、「仕 組み 」を 作る 企業 と「仕 組み 」を
使う 従業 員の 双 方が 意識 改革 を進 め てい くこ とが 必要 で す。  

 ○  家 事・育 児に つい ては 多く を 女性 が担 って いる 実 態が あり 、男性 の家 事・育 児を
促 進 し 女 性 の 家 事 ・ 育 児 時 間 の 減 少 、 社 会 へ の 参 画 時 間 の 創 出 に つ な げ る た め に
は 、 多 様 な 働 き 方 の 実 現 や 長 時 間 労 働 の 是 正 に よ り 男 性 が 育 業 を 当 た り 前 に す る
気運 を醸 成す る とと もに 、男 性が 主 体的 に 家事・育 児を 行 える よ うに なる こと が 重
要で す。  

 ○  男 性 が 家 事 ・ 育 児 に 主 体 的 に 取 り 組 む よ う に な り 、 女 性 の 負 担 が 軽 く な る こ と
で、女性 が社 会 に参 画 しや すく なり ま す。男 性に とっ ても 生 活の 充実 につ なが り 、
生 涯 に わ た る 豊 か な 人 生 に つ な が る と 考 え ら れ ま す 。 企 業 に と っ て も 時 間 効 率 や
生産 性を 意識 し た働 き方 が実 践さ れ るこ とは 大き なメ リ ット があ ると 言え ま す。  

 

＜取組の方向性＞ 

 ○  ラ イフ・ワ ー ク・バ ラン スを 推 進す る 中小 企業 及び そ の従 業員 を支 援す る とと も
に、 結婚 や出 産 等で 離職 した 女性 の 再就 職を 支援 しま す 。  

 ○  企 業 や NPO 団 体な ど、ま た 性別 や 年齢 にか かわ ら ず、多様 な対 象に 向 けて 、ラ
イフ・ワー ク・バラ ン スの 意識 啓発 を 推進 しま す 。企 業経 営 者 等に 対し ては 、セ ミ
ナー や普 及啓 発 資料 の発 行に より 意 識改 革を 促し ます 。また 、男性 の家 事・育 児を
促進 する ため 、子 育 て中 の夫 婦や プ レパ パ・プ レマ マ 、企業 経 営者 や管 理職 、若 者
から シニ アに 至 るま で多 様な 主体 に 向け て役 立つ 情報 を 発信 する 等、家事・育 児 に
対す る社 会全 体 のマ イン ドチ ェン ジ を促 しま す。  

 ○  育 児は「休 み」では なく「 未 来を 育 む大 切な 仕事 」と 考 える 育児 休業 の 愛称「育
業」の 理念 を広 く普 及さ せ 、多 様な 主体 によ る取 組を 後 押し する こと で 、男 女問 わ
ず望 む人 誰も が「育 業」で きる 社会 の気 運を 醸成 しま す 。夫 婦で 協力 して 育 児が で
き、 親子 時間 を 大切 にし た多 様な 働 き方 を推 進し てい き ます 。  

 ○  男 女と も に育 児な どの ライ フ イベ ント が訪 れた 際 に、「 育業」し やす く、家 庭と
仕事 を両 立で き る職 場環 境の 整備 や 、男 性 の家 事・育児 を 促進 す るた めの 普及 啓 発
を、 より 一層 推 進し てい きま す。  
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■育 業ロ ゴマ ー ク  

 
＜ロ ゴマ ーク の コン セプ ト＞  
 衝 撃吸 収力 に 優れ 、多 方に 力を 分 散で きる ハニ カム 構 造を モチ ーフ とし て 、  
  ・育 業で き る強 固で 柔軟 な基 盤 を持 った 社会 や組 織  
  ・育 業で 職 場を 抜け ても 、赤 ち ゃん を守 るよ うに 周 りの チー ムが 形を 保 つこ とで

育業 を全 体で 支 える 世の 中  
  ・中 心の 形 が保 たれ るこ とで 、 安心 して 育業 から 復 帰で きる 様子  
 を 表現 して い ます 。  
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＜計画事業＞ 

◆ ： 第 ３ 期 に お い て 追 加 し た 事 業  

番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

403   
家 庭 と仕 事 の両 立 支 援 推 進
事 業  

産 業 労 働 局  

 家 庭 と仕 事 の両 立 推 進 に向 けて、両 立 支 援 ポータルサイト
において、育 児 ・ 介 護 、病 気 治 療 ・ 不 妊 治 療 等 と仕 事 の両
立 支 援 の情 報 を掲 載 し総 合 的 に提 供 する。 
 介 護 離 職 の防 止 に向 けて、介 護 と仕 事 の両 立 推 進 シンポ
ジウムにより、企 業 経 営 者 、従 業 員 に対 し普 及 啓 発 する。 

404   
働 きやすい職 場 環 境 づくり推
進 事 業  

産 業 労 働 局  

 育 児 ・ 介 護 や病 気 治 療 と仕 事 の両 立 や、非 正 規 雇 用 労
働 者 の処 遇 改 善 など働 きやすい職 場 環 境 づくりに取 り組 む
中 小 企 業 等 を支 援 するため、研 修 会 、奨 励 金 の支 給 、専
門 家 派 遣 を行 う。 

405   子 育 て・ 介 護 支 援 融 資  産 業 労 働 局  

 中 小 企 業 従 業 員 の生 活 の安 定 に資 するため、子 育 て費
用 （ 教 育 費 ・ 医 療 費 ・ 保 育 サービス費 など） や介 護 費 用
（ 医 療 費 ・ 介 護 サービス費 など） 及 び育 児 ・ 介 護 休 業 期
間 中 の生 活 資 金 を低 利 かつ保 証 料 全 額 都 負 担 で融 資 す
る。 

406   女 性 再 就 職 支 援 事 業  産 業 労 働 局  

○東 京 しごとセンター（ 飯 田 橋 ） 内 に「 女 性 しごと応 援 テラ
ス」 を設 置 し、家 庭 と両 立 しながら仕 事 に就 きたいと考 えてい
る女 性 などを対 象 に、専 任 の就 職 支 援 アドバイザーによるキャ
リアカウンセリングや求 人 情 報 の提 供 、職 業 紹 介 などにより就
職 まで一 貫 したきめ細 かい総 合 的 な再 就 職 支 援 を実 施 す
る。 
○ビジネススキルの習 得 や職 場 体 験 等 のメニューを組 み合 わせ
た支 援 プログラム「 女 性 再 就 職 サポートプログラム」 を実 施 する
ほか、家 庭 の事 情 等 により自 宅 で働 くことを希 望 する女 性 向
けの「 在 宅 ワークセミナー」 、育 児 と仕 事 の両 立 方 法 を学 ぶ講
座 と短 期 インターンシップを組 み合 わせた「 レディＧ Ｏ ！ ワクワ
ク塾 」 、都 内 各 地 で合 同 就 職 面 接 会 ・ 個 別 就 業 相 談 ・ セ
ミナーを 1 日 で実 施 する「 地 域 密 着 型 マッチングイベント」 、女
性 のキャリア形 成 の実 現 に向 けた就 職 を後 押 しするための
「 女 性 キャリアアップ再 就 職 応 援 プログラム」 を実 施 する。 

407 ◆ 女 性 再 就 職 包 括 サポート事 業  産 業 労 働 局  

 育 児 や介 護 を抱 えた方 が就 職 活 動 をより効 率 的 に実 施
できるよう、家 庭 での隙 間 時 間 などで実 施 できるメンター相
談 、就 職 活 動 に役 立 つノウハウを習 得 できるキャリア講 座 、受
講 生 同 士 で仲 間 づくりができるコミュニティ等 の包 括 的 サポート
をオンラインで実 施 する。 

408   女 性 向 け委 託 訓 練  産 業 労 働 局  
 結 婚 、出 産 、育 児 等 により退 職 したが、その後 再 び就 職 を
希 望 する女 性 に対 し、通 学 及 びｅ ラーニングによる職 業 訓 練
を実 施 し、再 就 職 を支 援 する。 

409   保 育 支 援 つき施 設 内 訓 練  産 業 労 働 局  

 職 業 能 力 開 発 センター等 に入 校 する育 児 中 の人 に対 し、
民 間 の保 育 施 設 を活 用 して、訓 練 期 間 中 の保 育 サービスを
提 供 することにより、育 児 等 による離 職 からの再 就 職 を支 援
する。 
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番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

410   働 くパパママ育 業 応 援 事 業  産 業 労 働 局  

 女 性 従 業 員 が、希 望 する期 間 （ 合 計 1 年 以 上 ） の育
業 をし、原 職 等 に職 場 復 帰 するとともに、企 業 が就 業 規 則
等 で法 定 を上 回 る育 業 期 間 等 の規 定 を新 たに整 備 した場
合 に奨 励 金 を支 給 する。また、男 性 の育 業 を奨 励 する企 業
に対 し、育 業 しやすい職 場 環 境 整 備 を行 うとともに、男 性 従
業 員 が合 計 15 日 以 上 の育 業 をし、原 職 等 に職 場 復 帰 し
た場 合 に、育 業 期 間 に応 じて奨 励 金 を支 給 する。 

411   
育 業 によるパワーアップ応 援 事
業  

産 業 労 働 局  

 女 性 従 業 員 が、合 計 ６ か月 以 上 １ 年 未 満 の育 業 （ 産
後 休 業 含 む） をし、原 職 等 に職 場 復 帰 するとともに、夫 婦
双 方 の育 業 計 画 書 （ パートナーは合 計 30 日 以 上 ） を作
成 した企 業 に対 して、定 額 で奨 励 金 を支 給 する。また、計 画
書 策 定 にあたり、企 業 に対 する専 門 家 派 遣 も行 う。 

412   男 性 育 業 もっと応 援 事 業  産 業 労 働 局  

 複 数 の男 性 従 業 員 が合 計 30 日 以 上 の育 業 をし、原 職
等 に職 場 復 帰 した企 業 に対 し、継 続 的 に育 業 しやすい法 定
上 の環 境 整 備 を２ つ以 上 実 施 した場 合 に、育 業 した人 数 に
応 じて奨 励 金 を支 給 する。 

413   ライフ・ ワーク・ バランスの推 進  
生 活 文 化 局  
産 業 労 働 局  

（ 生 活 文 化 局 ）  
 Web サイト「 TEAM 家 事 ・ 育 児 」 において、子 育 て中 の夫
婦 やプレパパ・ プレママ、企 業 経 営 者 や管 理 職 など多 様 な主
体 に向 けて役 立 つ情 報 を発 信 することで、男 性 の家 事 ・ 育 児
の促 進 を図 る。 
（ 産 業 労 働 局 ）  
 生 活 と仕 事 を両 立 しながら、いきいきと働 き続 けられる職 場
の実 現 に向 け優 れた取 組 を実 施 している中 小 企 業 を、有 識
者 （ 学 識 経 験 者 、労 使 団 体 等 ） からなる審 査 会 で審 査
し、都 が「 東 京 ライフ・ ワーク・ バランス認 定 企 業 」 として認 定 す
る。併 せて、働 き方 改 革 やテレワークといった、ライフ・ ワーク・ バ
ランスの推 進 に資 する様 々なテーマごとにエリアを設 けた総 合 展
を開 催 する。 

414   
東 京 ウィメンズプラザ普 及 啓 発
事 業  

生 活 文 化 局  
 各 種 研 修 や講 座 を通 じてライフ・ ワーク・ バランス推 進 の積
極 的 な取 組 を促 すほか、男 性 に家 事 ・ 育 児 を促 すセミナーの
開 催 等 により、ライフ・ ワーク・ バランスを推 進 する。 

415   普 及 啓 発 セミナーの実 施  産 業 労 働 局  

 企 業 の雇 用 環 境 整 備 を促 進 するため、男 女 労 働 者 や事
業 主 、都 民 を対 象 に、雇 用 機 会 均 等 法 や育 児 介 護 休 業
法 等 の労 働 法 、労 働 問 題 に関 する基 礎 知 識 の普 及 を図
る。また、事 業 主 や人 事 労 務 担 当 者 等 を対 象 とし、企 業 に
おける女 性 の能 力 活 用 や仕 事 と家 庭 の両 立 支 援 策 について
のセミナーを実 施 する。 

416   普 及 啓 発 資 料 の発 行  産 業 労 働 局  
 労 働 問 題 についての正 しい理 解 を促 進 するため、男 女 雇
用 平 等 や両 立 支 援 、パートタイム労 働 等 に関 する普 及 啓 発
資 料 を発 行 する。 

417   
男 女 雇 用 平 等 参 画 状 況 調
査  

産 業 労 働 局  
 雇 用 環 境 の整 備 に当 たっての課 題 を把 握 するため、企 業
における男 女 雇 用 平 等 の進 展 状 況 等 の調 査 を実 施 する。
調 査 結 果 に基 づき、男 女 雇 用 平 等 について啓 発 を行 う。 
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番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

418   
子 育 てしやすい社 会 に向 けた
「 育 業 」 の推 進  

子 供 政 策 連
携 室  

 育 児 休 業 の愛 称 「 育 業 」 の理 念 を広 く普 及 させ、多 様 な
主 体 による取 組 を後 押 しすることで、男 女 問 わず望 む人 誰 も
が「 育 業 」 できる社 会 の気 運 を醸 成 するとともに、「 育 業 」 の
推 進 を契 機 として、夫 婦 で協 力 して育 児 ができ、親 子 時 間 を
大 切 にした多 様 な働 き方 を推 進 する。 

419   
男 性 育 業 促 進 に向 けた普 及
啓 発 事 業  

産 業 労 働 局  

 男 性 の育 業 を促 進 するため、男 性 の育 児 休 業 取 得 率 平
均 ５ ０ ％ 以 上 を達 成 し、今 後 も継 続 して男 性 育 業 を推 進
する企 業 等 に取 得 率 に応 じた登 録 マークを付 与 するとともに、
男 性 育 業 の促 進 に積 極 的 に取 り組 む企 業 の事 例 の発 信 や
セミナー等 を行 う。 

420 ◆ 
「 手 取 り時 間 」 創 出 ・ エンゲージ
メント向 上 推 進 事 業  

産 業 労 働 局  
 専 門 家 の派 遣 を受 けて、「 手 取 り時 間 」 の創 出 やライフス
テージの支 援 ・ エンゲージメント向 上 に向 けた取 組 、賃 金 の引
上 げの取 組 を行 う中 小 企 業 等 に対 して奨 励 金 を支 給 する。 

421   
女 性 向 けキャリアチェンジ支 援
事 業  

産 業 労 働 局  
 非 正 規 雇 用 で働 く女 性 等 のキャリアチェンジを支 援 するた
め、e ラーニングによる能 力 開 発 及 び就 職 支 援 を一 体 的 に実
施 する。 

422   育 業 中 スキルアップ支 援 事 業  産 業 労 働 局  
 育 業 を後 押 しするため、育 業 中 のスキルアップを希 望 する従
業 員 を支 援 する企 業 に対 し、受 講 料 等 の一 部 を助 成 する。 

423 ◆ 男 性 育 業 推 進 リーダー事 業  産 業 労 働 局  

 都 内 企 業 における更 なる男 性 育 業 の促 進 に向 けて、男 性
育 業 の経 験 者 を「 男 性 育 業 推 進 リーダー」 として設 置 し、男
性 育 業 の課 題 把 握 や具 体 的 な取 組 を実 施 し社 内 外 に発
信 した企 業 等 を「 男 性 育 業 推 進 リーダー設 置 企 業 」 として認
定 し、都 のホームページにて取 組 を紹 介 する。また、取 組 等 の
要 件 を満 たした中 堅 ・ 中 小 企 業 等 には奨 励 金 を支 給 する。 

424 ◆ テレワークトータルサポート事 業  産 業 労 働 局  

 ICT 等 の専 門 家 により、業 務 の棚 卸 やツール選 定 、規 程 の
整 備 、運 用 課 題 の解 決 等 についての助 言 を行 い、テレワーク
の導 入 ・ 定 着 ・ 促 進 に向 けた取 組 の支 援 とテレワーク機 器 及
びツール導 入 経 費 、環 境 整 備 に係 る経 費 助 成 を実 施 する。 

425 ◆ 女 性 Ｉ Ｔ エンジニア育 成 事 業  産 業 労 働 局  

 非 正 規 雇 用 で働 く女 性 等 が、プログラミング等 を学 び、Ｉ
Ｔ エンジニアとしての再 就 職 やキャリア形 成 を実 現 できるよう、
e-ラーニング等 によるスキルの習 得 支 援 と職 業 紹 介 等 の就 職
支 援 を一 体 的 に実 施 する。 

再 掲   
キャリアとチャイルドプラン両 立
支 援 事 業  

産 業 労 働 局  №７ 参 照  

再 掲    
子 供 ・ 子 育 て応 援 とうきょう事
業  

福 祉 局  №496 参 照  
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【２ 子供を犯罪等の被害から守るための活動の推進】 

＜子供の犯罪被害等を取り巻く状況＞ 

 ○  令 和 5 年 度に 都が 実施 した 調 査で は、 調査 対象 の 小学 生の 53.7％ がス マ ー トフ
ォン を利 用し て いま す。１日 のイ ン ター ネッ ト利 用時 間（SNS）を みる と、小 学生
では、「１ 時間 程 度」が 18.2％と 高い も の の、「 ほと んど 使 わな い」の 割 合が 62.9％
と最 も高 くな っ てい ます 。一方 、中学 生と 高校 生で は「１ 時間 程 度」、「 ２時 間程 度」
の割 合が 高く な って おり、「ほ とん ど 使わ ない」の 割合 は、中 学生 が 17.2％、高校
生が 9.5％と な って い ます 。  

 
図 表 109 通 信 系 機 器 の 利 用 状 況 （ 東 京 都 ）  

学 校 種  （ n）  

インターネットを利 用 するための機 器 の割 合 （ ％ ）  

①
携
帯
電
話 

②
 
 
 
 
 
 
  

③
 
 
 
 
 
端
末
  

 
 
 
  

④
 
 
 
機 

⑤
携
帯
型
音
楽 

 
 
 
 
  

全体 11,662 5.6 68.1 71.7 56.8 7.7 

小学校 7,069 7.1 53.7 74.2 59.8 8.4 

中学校 2,395 2.8 91.8 66.2 60.3 6.9 

高等学校 1,508 2.5 98.1 67.8 44.1 5.0 

特別支援学校 690 6.1 68.0 72.8 42.3 9.9 
資 料 ： 東 京 都 教 育 庁  令 和 ５ 年 度 「 児 童 ・ 生 徒 の イ ン タ ー ネ ッ ト 利 用 状 況 調 査 」  

図 表 110 １ 日 の イ ン タ ー ネ ッ ト 利 用 時 間 （ SNS）（ 東 京 都 ）  

学 校 種  （ n）  

一 日 のインターネット利 用 時 間 （ Ｓ Ｎ Ｓ ） の割 合 （ ％ ）  

①
１
時
間
程
度 

②
２
時
間
程
度 

③
３
時
間
程
度 

④
４
時
間
程
度 

⑤
５
時
間
程
度 

⑥
６
時
間
程
度 

⑦
６
時
間
 
超
 
  

⑧
 
 
 
 
使
 
 
  

全体 11,662 21.4 12.0 8.1 4.3 3.0 1.6 4.1 45.5 

小学校 7,069 18.2 7.3 4.7 2.1 1.8 1.0 2.0 62.9 

中学校 2,395 27.9 21.5 14.2 7.1 4.6 2.4 5.1 17.2 

高等学校 1,508 26.1 21.1 15.5 9.0 5.9 3.1 9.9 9.5 

特別支援学校 690 21.2 7.8 5.5 6.7 3.6 2.5 8.4 44.3 
資 料 ： 東 京 都 教 育 庁  令 和 ５ 年 度 「 児 童 ・ 生 徒 の イ ン タ ー ネ ッ ト 利 用 状 況 調 査 」  
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 ○  92.4％の 児童・生徒 は 、イ ンタ ーネ ッ ト利 用時 にト ラ ブル や嫌 な思 いを し た経 験
はな いと して い ます が、「 メ ール や SNS に書 き込 んだ 文 章が 原因 で友 達と け んか
にな った 」、「 無 料通 信 アプ リな どの グ ルー プで 仲間 外れ に され たり 、勝 手に 退 会さ
せら れた りし た 」な どの トラ ブル も 報告 され てい ます 。  

 
図 表 111 ト ラ ブ ル や 嫌 な 思 い （ 東 京 都 ）  

学校種 （n） 

インターネット利用時の 
トラブルや嫌な思いの経験の有無の割合（％） 

①ある ②ない 

全体 11,662 7.6 92.4 

小学校 7,069 7.0 93.0 

中学校 2,395 7.4 92.6 

高等学校 1,508 9.2 90.8 

特別支援学校 690 10.6 89.4 

 

学校種 （n） 

トラブルや嫌な思いをした経験の内容の割合（％） 
①メールやＳＮ
Ｓに書き込んだ
文章が原因で
友だちとけんか

になった 

②グループ内
や、誰もが見ら
れるところで、自
分の悪口や個
人情報を書か

れた 

③無料通話ア
プリなどのグルー
プで仲間外れに
されたり、勝手
に退会させられ

たりした 

④その他 

全体 888 49.2 26.5 19.5 21.5 

小学校 498 42.8 24.3 20.5 25.3 

中学校 178 57.3 27.5 15.2 18.5 

高等学校 139 59.0 30.2 18.0 16.5 

特別支援学校 73 54.8 31.5 26.0 12.3 

資 料 ： 東 京 都 教 育 庁  令 和 ５ 年 度 「 児 童 ・ 生 徒 の イ ン タ ー ネ ッ ト 利 用 状 況 調 査 」  
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 ○  全 国に お ける 少年（20 歳 未 満）が 被害 者と なる 刑 法犯 の認 知件 数は 、平成 22 年
が 260,759 件 、令 和 5 年 が 95,173 件 と 13 年 間で 約 64％ 減 少 して いま す 。し かし
なが ら 、未 就学 児に つい ては 、微増 傾向 にあ り 、被 害件 数全 体に 占め る割 合 は増 加
して いま す。  

 
図 表 112 少 年 が 主 た る 被 害 者 と な る 刑 法 犯 の 認 知 件 数 の 推 移 （ 全 国 ）  

 
 

 

資 料 ： 警 察 庁 生 活 安 全 局 少 年 課 「 令 和 5 年 に お け る 少 年 非 行 、 児 童 虐 待 、 及 び 子 供 の 性 被 害 の 状 況 」  

（ 注 ） 総 数 は 、 20 歳 未 満 の 件 数  
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　うち未就学 472 551 613 620 643 762 839 728 768 912
　うち小学生 24,060 15,319 13,042 11,811 9,680 8,692 6,520 6,394 6,941 8,721
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 ○  内 閣府 の 調査 によ ると、若 年層（ 16〜24 歳）のう ち、４ 人に １人 以上（26.4％ ）
が何 らか の性 暴 力被 害に 遭っ てい ま す。 また 、若 年層 の 12.4％（ 女性 15.0％ 、男
性 5.1％） は、 身 体接 触を 伴う 被害 に 、若 年層の 4.1％（ 女性 4.7％ 、男性 2.1％）
は、 性交 を伴 う 被害 に遭 って いま す 。  

 
図 表 113 身 体 接 触 を 伴 う 性 暴 力 被 害 の 遭 遇 率  

  16〜19 歳 20〜24 歳  計 

女性 11.7%（167） 16.7%（460） 15.0%（627） 

男性 3.5%（19） 5.8%（76） 5.1%（95） 

その他・答えたくない 21.7%（18） 28.0%（30） 25.3%（48） 

計 9.9%（204） 13.6%（566） 12.4%（770） 

 

図 表 114 性 交 を 伴 う 性 暴 力 被 害 の 遭 遇 率  

  16〜19 歳 20〜24 歳  計 

女性 2.7%（39） 5.7%（158） 4.7%（197） 

男性 0.5%（3） 2.7%（36） 2.1%（39） 

その他・答えたくない 4.8%（4） 14.0%（15） 10.0%（19） 

計 2.2%（46） 5.0%（209） 4.1%（255） 

資 料 ： 内 閣 府 男 女 共 同 参 画 局「 若 年 層 の 性 暴 力 被 害 の 実 態 に 関 す る オ ン ラ イ ン ア ン ケ ー ト 及 び ヒ ア リ ン グ 結 果 」報 告 書（ 令 和 4

年 ３ 月 ）  

（ 注 ） ( )内 の 数 値 は 回 答 数 を 示 す 。  

   ア ン ケ ー ト の 回 収 率 が 全 体 で ２ ．８ ２ ％ で あ っ て 、任 意 の 回 答 者（ 積 極 的 に 回 答 し た 方 ）の 回 答 内 容 に 基 づ く た め 、疫 学

的 遭 遇 率 を 示 す も の で は な い こ と に 留 意 が 必 要 で あ る 。  

   「 そ の 他 」 に は 、「 Ｘ ジ ェ ン ダ ー ・ ノ ン バ イ ナ リ ー 」 と し た 回 答 者 の 回 答 を 含 む 。  
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 ○  被 害に 遭 って も 、半 数以 上は ど こ（ だれ ）にも 相談 し て いま せん 。相談 し た 人の
相談 先は 身近 な 人（ ①友 人・ 知人 、 ②家 族や 親せ き） が 多く なっ てい ます 。  

 
図 表 115 【 性 交 を 伴 う 性 暴 力 被 害 】 性 暴 力 被 害 の 相 談 状 況 に つ い て  

 
資 料 ： 内 閣 府 男 女 共 同 参 画 局「 若 年 層 の 性 暴 力 被 害 の 実 態 に 関 す る オ ン ラ イ ン ア ン ケ ー ト 及 び ヒ ア リ ン グ 結 果 」報 告 書（ 令 和 4

年 ３ 月 ）  

 

＜現状と課題＞ 

 ○  近 年、子 供が 被 害者 とな る犯 罪 が多 発し 、子 供を 取 り巻 く 環境 は厳 しい も のと な
っ て い ま す 。 子 供 が 犯 罪 等 の 被 害 に 遭 い に く い ま ち づ く り を 推 進 す る 必 要 が あ り
ます 。  

 ○  東 京は 多 くの 繁華 街を 有し て おり 、特に 新宿 歌舞 伎 町地 区に おい ては 、少年 に 対
す る 有 害 な サ ー ビ ス の 提 供 や 、 ト ー 横 に 集 ま っ た 少 年 に よ る 過 量 服 薬 等 の 問 題 行
為 が 顕 在 化 し て い る ほ か 、 こ う し た 少 年 ら に 悪 意 を 持 っ た 大 人 が 接 近 す る な ど の
状況 も認 めら れ 、憂 慮す べき 情勢 に あり ます 。  
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 ○  ス マー ト フォ ンの 普及 など 、情報 通 信機 器の 目覚 ま しい 進歩 に伴 い、様 々な 情 報
をど こで も瞬 時 に入 手で きる 時代 に なり まし たが 、イン ター ネッ ト上 の情 報 には、
誤 っ た 情 報 や 薬 物 乱 用 を 助 長 す る 有 害 な 情 報 も 数 多 く 見 受 け ら れ ま す 。 特 に 大 麻
に 関 し て は 「 身 体 へ の 影 響 が な い 」「 依 存 性 が な い 」 な ど の 誤 っ た 情 報 が 流 布 し 、
また 、全 国に お ける 大麻 事犯 の検 挙 人員 のう ち約 ７割 を 30 歳未 満が 占め る など、
若年 層で の大 麻 乱用 が広 がっ てい ま す 。また 、非行・犯 罪に 陥 らず とも 、様々 な 悩
みや 生き づら さ から 、薬局 、ド ラッ グ スト ア 等で 処方 箋な し で購 入で きる 市販 薬 を
オー バー ドー ズ して しま う若 年層 も 増え てい ます 。そ の ため 、若年 層へ の普 及 啓発
によ り、違法 薬 物に 関 して 正し い知 識 を付 与す ると とも に 、医 薬 品の 適正 使用 に つ
いて 伝え 、専 門 機関 等へ の相 談を 促 すこ とが 必要 です 。  

 ○  違 法 薬 物 や 危 険 ド ラ ッ グ は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 売 買 や 宅 配 利 用 な ど 販 売 方
法が 多様 化・潜 在 化 し 、容 易に 購入 で き る実 態が ある こ とか ら 、指 導・取 締り の 強
化と 併せ て、 啓 発の 強化 が喫 緊の 課 題と なっ てい ます 。  

 ○  子 供 は 性 暴 力 の 被 害 に 遭 っ て も 、 そ れ を 性 被 害 だ と 認 識 で き な い 場 合 が あ る こ
とや 、加害 者と の関 係性 など から 誰 にも 相談 でき ず 、被 害が 潜在 化・深 刻化 しや す
いこ とが 指摘 さ れて いま す。  

 

＜取組の方向性＞ 

 ○  東 京都・区 市 町村・警視 庁・関係 団 体等 が連 携し て 、子 供を 犯罪 被害 か ら守 るた
めの 取組 を進 め てい きま す。  

 ○  イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の 適 正 な 利 用 や 薬 物 乱 用 防 止 な ど 、 子 供 が 犯 罪 等 に 巻 き 込 ま
れな いよ う啓 発 を行 って いく とと も に、子供 を見 守る ボ ラン ティ アの 活性 化 など、
地域 で子 供を 見 守る 取組 を促 進し ま す。  

 ○  様 々な 不 安や 悩み を抱 えて「 トー 横」に 来訪 する 青少 年・若 者が 犯罪 被害 等に 巻
き込 まれ るこ と のな いよ う 、注 意喚 起を 行う ほか 、青少 年・若 者へ の相 談業 務 を行
う「 き みま も＠ 歌舞 伎町 」を運 営し 、関係 機関 と連 携を 図 りな がら 様々 な支 援 につ
なぎ ます 。  

 ○  薬 物乱 用 によ る健 康被 害に つ いて 、学校 では 、小 学校、中学 校、高 等 学校 と、発
達段 階に 応じ 、 保健 の授 業に おい て 指導 しま す。  

 ○  子 供や 保 護者 が相 談し やす い 体制 の充 実や 、成 長、発 達 段階 に応 じた 正 しい 知識
の理 解促 進な ど 、被 害者 への 支援 と 性被 害の 未然 防止 を 推進 しま す。  
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＜計画事業＞ 

◆ ： 第 ３ 期 に お い て 追 加 し た 事 業  

番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

426   
子 供 の安 全 確 保 に向 けた対 策
の推 進  

都 民 安 全 総
合 対 策 本 部  

 活 動 事 例 紹 介 による防 犯 ボランティア団 体 等 の活 性 化 、
子 供 自 らが危 険 を避 けることができる能 力 の向 上 、家 庭 で
の防 犯 教 育 の促 進 、子 供 ・ 保 護 者 の防 犯 意 識 向 上 や地
域 ぐるみでの子 供 を守 る社 会 気 運 醸 成 に向 けた親 子 で訪
れる機 会 の多 い商 業 施 設 等 の事 業 者 と連 携 等 、地 域 や
家 庭 で子 供 を守 る取 組 を促 進 する。 

427 ◆ 
犯 罪 被 害 等 のリスクを抱 える
青 少 年 ・ 若 者 への支 援  

都 民 安 全 総
合 対 策 本 部  

 「 トー横 」 をはじめとする歌 舞 伎 町 界 隈 における諸 問 題 に
対 して、関 係 機 関 と連 携 し、注 意 喚 起 等 を実 施 するととも
に、青 少 年 ・ 若 者 を犯 罪 被 害 等 から守 るため、相 談 窓 口
「 きみまも＠ 歌 舞 伎 町 」 を運 営 し、適 切 な支 援 につなげてい
く。 

428   セーフティ教 室 の実 施 ・ 充 実  教 育 庁  

 学 校 と家 庭 や地 域 社 会 、関 係 諸 機 関 とが連 携 を強 化
して、児 童 ・ 生 徒 を犯 罪 から守 るとともに非 行 防 止 を図 って
健 全 育 成 を推 進 するため、都 内 全 公 立 学 校 でセーフティ教
室 を実 施 する。 

429   防 犯 教 室 の実 施  警 視 庁  

 子 供 自 身 が防 犯 意 識 を持 ち、いざという時 に自 分 自 身
で身 を守 ることができるようにするため、警 察 や学 校 等 の関
係 機 関 が連 携 を図 り、子 供 や保 護 者 を対 象 とした参 加 ・
体 験 ・ 実 践 型 の防 犯 教 室 を実 施 する。 

430   
電 子 メールなどを活 用 した情 報
の発 信  

警 視 庁  
 子 供 に対 する声 掛 け事 案 等 の発 生 状 況 や防 犯 対 策 を
電 子 メールや防 犯 アプリ「 デジポリス」 で発 信 し、都 民 の自 主
防 犯 意 識 の向 上 と自 主 防 犯 行 動 の促 進 を図 る。 

431   
「 子 ども 110 番 の家 」 活 動 の
支 援  

警 視 庁  
 子 供 を犯 罪 から守 り安 全 を確 保 するために、「 子 ども 110
番 の家 」 （ 住 宅 ・ 店 舗 、車 両 ） 活 動 を支 援 する。 
○活 動 マニュアルの作 成 、配 布  

432   ながら見 守 り連 携 事 業  
都 民 安 全 総
合 対 策 本 部  

 犯 罪 や事 故 の被 害 に遭 いやすい子 供 や高 齢 者 等 への対
策 を強 化 するため、都 が地 域 を巡 回 する各 事 業 者 と包 括
協 定 を締 結 し、事 業 者 と共 同 で子 供 等 を見 守 るネットワー
クの構 築 を推 進 する。 

433   
在 住 外 国 人 等 の子 供 の安 全
確 保 に向 けた対 策 の推 進  

都 民 安 全 総
合 対 策 本 部  

 都 内 の在 住 外 国 人 は、増 加 傾 向 にあり、在 住 外 国 人
や外 国 にルーツを持 つ者 の子 供 も将 来 的 に増 えていくことが
予 想 される。 
 そこで、在 住 外 国 人 等 の子 供 等 を対 象 に見 守 り活 動 の
実 施 や、犯 罪 ・ トラブルに巻 き込 まれないための安 全 に関 す
る啓 発 等 、安 全 ・ 安 心 に関 する取 組 を実 施 する。 

434   
地 域 の安 全 確 保 に向 けた防 犯
設 備 区 市 町 村 補 助 事 業  

都 民 安 全 総
合 対 策 本 部  

 区 市 町 村 ・ 教 育 委 員 会 ・ 警 察 署 で構 成 する協 議 体
が、放 課 後 活 動 時 間 帯 における子 供 の安 全 及 びその他 地
域 の安 全 のため必 要 と認 める道 路 ・ 公 園 へ設 置 する防 犯
カメラの整 備 に関 し、その経 費 の一 部 を補 助 し、地 域 の安
全 確 保 を図 る。 
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番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

435   
青 少 年 の健 全 な育 成 に関 する
条 例 の運 用  

都 民 安 全 総
合 対 策 本 部  

 青 少 年 の健 全 な育 成 を図 るため、以 下 のことに取 り組
む。 
○優 良 映 画 等 の推 奨 ・ 青 少 年 の健 全 な育 成 を阻 害 する
図 書 類 等 の指 定 （ 図 書 、Ｄ Ｖ Ｄ 等 ）  
○立 入 調 査 （ 書 店 、コンビニ等 図 書 類 販 売 店 、深 夜 立
入 制 限 施 設 、雑 誌 等 自 動 販 売 機 等 ）  
○有 害 広 告 物 の行 政 指 導  
○青 少 年 健 全 育 成 功 労 者 等 表 彰 及 び青 少 年 健 全 育
成 協 力 者 等 感 謝 状 贈 呈  
○インターネットの有 害 情 報 への対 応 （ 青 少 年 がインターネ
ットを適 正 に利 用 できる環 境 の整 備 、フィルタリングの開 発 、
告 知 、利 用 の勧 奨 の努 力 義 務 等 （ 平 成 17 年 3 月 改
正 ） ）  
○青 少 年 の性 に対 する関 わり方 （ 青 少 年 に慎 重 な行 動 を
促 す環 境 の整 備 ）  
○青 少 年 に対 する保 護 者 の養 育 の在 り方 （ 青 少 年 を健
全 に育 成 するための保 護 者 の責 務 を明 らかにする）  
○インターネット利 用 環 境 の整 備 （ フィルタリングの実 効 性
の向 上 、フィルタリングを解 除 する場 合 の手 続 きの厳 格 化 等
（ 平 成 22 年 12 月 改 正 ） ）  
○児 童 ポルノの根 絶 等 に向 けた都 の責 務 （ 平 成 22 年
12 月 改 正 ）  
○青 少 年 に係 る児 童 ポルノ等 の提 供 を当 該 青 少 年 に対 し
不 当 に求 める行 為 の禁 止 （ 平 成 29 年 12 月 改 正 ）  
○インターネット利 用 環 境 の整 備 （ フィルタリング有 効 化 措
置 に関 する手 続 規 定 整 備 （ 平 成 29 年 12 月 改 正 ） ）  

436   
インターネット利 用 適 正 化 ・ 性
被 害 等 防 止 対 策  

都 民 安 全 総
合 対 策 本 部  

 インターネットやスマートフォン等 の利 用 に伴 うトラブルから身
を守 るため、青 少 年 やその保 護 者 等 を対 象 に、ネット上 のト
ラブルや危 険 性 、その防 止 策 等 についての講 座 を開 催 する。
また、SNS での出 会 いの危 険 性 等 について、ターゲティング広
告 を通 して普 及 啓 発 を実 施 する。 

437   
ネット・ スマホのトラブル相 談 窓
口 「 こたエール」 の運 営  

都 民 安 全 総
合 対 策 本 部  

 青 少 年 やその保 護 者 等 を対 象 とした、インターネットやスマ
ートフォン等 に関 する各 種 トラブルに気 軽 に相 談 できる総 合
的 な窓 口 「 こたエール」 の運 営 や、相 談 内 容 の分 析 、都 民
に対 する啓 発 や広 報 活 動 等 を行 っている。 

438   情 報 教 育 に関 する啓 発 ・ 指 導  教 育 庁  

 児 童 ・ 生 徒 のインターネット等 の適 正 な利 用 を進 めるため
に、次 の取 組 を行 う。 
○児 童 ・ 生 徒 のインターネット利 用 状 況 調 査 を実 施 し、Ｓ
Ｎ Ｓ 等 の利 用 状 況 やトラブル被 害 等 の経 験 について把 握
する。 
○学 校 非 公 式 サイトの監 視 等 を実 施 し、監 視 結 果 を都 立
学 校 ・ 区 市 町 村 教 育 委 員 会 に情 報 提 供 する。 
○GIGA ワークブックとうきょう等 を都 内 全 公 立 学 校 向 けに
情 報 教 育 ポータルサイトで公 開 し、児 童 ・ 生 徒 の主 体 的 な
情 報 モラル教 育 に関 して啓 発 を行 う。 
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番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

439   学 校 における安 全 教 育 の推 進  教 育 庁  

 幼 児 ・ 児 童 ・ 生 徒 に危 険 を予 測 し回 避 する能 力 と、他
者 や社 会 の安 全 に貢 献 できる資 質 ・ 能 力 を育 成 する。 
○教 師 向 け実 践 的 指 導 資 料 「 安 全 教 育 プログラム」 を都
内 公 立 学 校 全 教 員 に配 信  
○高 等 学 校 における交 通 安 全 教 育 の充 実 を図 るため、
「 安 全 教 育 プログラム」 に「 東 京 都 高 等 学 校 交 通 安 全 教
育 指 導 事 例 集 」 を掲 載  
○安 全 教 育 を推 進 する教 員 の資 質 ・ 能 力 を育 成 する「 学
校 安 全 教 室 指 導 者 講 習 」 の実 施  

440   学 校 における安 全 体 制 の推 進  教 育 庁  
 公 立 学 校 の安 全 体 制 を推 進 するため、以 下 のことに取 り
組 む。 
○地 域 ぐるみの学 校 安 全 体 制 整 備 の推 進  

441   薬 物 乱 用 防 止 対 策  
教 育 庁  
保 健 医 療 局  

青 少 年 の薬 物 乱 用 を防 止 するため、次 の対 策 を展 開 す
る。 
（ 教 育 庁 、保 健 医 療 局 ）  
○薬 物 乱 用 防 止 教 室 の実 施   
（ 教 育 庁 ）  
〇担 当 指 導 主 事 連 絡 会 及 び保 健 体 育 科 主 任 連 絡 協
議 会 において、薬 物 乱 用 防 止 に関 する取 組 の周 知  
（ 保 健 医 療 局 ）  
○啓 発 パンフレット、リーフレット等 の作 成 ・ 配 布  

442 ◆ 
子 供 ・ 保 護 者 専 用 性 被 害 相
談 ホットライン 

総 務 局  

 都 内 の子 供 やその保 護 者 を対 象 に、性 被 害 に関 する電
話 相 談 窓 口 を東 京 都 性 犯 罪 ・ 性 暴 力 被 害 者 ワンストップ
支 援 センター内 に設 置 し、24 時 間 365 日 相 談 を受 け付 け
る。 
  都 内 からかけるとき 0120-333-891（ 無 料 ）  
  都 外 からかけるとき 03-6811-0850（ 有 料 ）  

443 ◆ 
LINE による「 性 被 害 相 談 窓
口 」  

総 務 局  

 都 内 在 住 ・ 在 勤 ・ 在 学 の性 犯 罪 ・ 性 暴 力 被 害 者 とその
関 係 者 を対 象 に、若 年 層 に普 及 している LINE を活 用 した
「 性 被 害 相 談 窓 口 」 を設 置 し、相 談 を受 け付 ける。 
  受 付 日 ： 月 ・ 水 ・ 金 ・ 土 （ 年 末 年 始 ・ 祝 日 除 く。）  
  受 付 時 間 ： 16： 00〜 21： 00（ 受 付 20： 30 ま
で）  
  LINE アカウント： 相 談 ほっと LINE＠ 東 京  

444 ◆ 子 供 の性 被 害 相 談 窓 口 周 知  総 務 局  

 子 供 ・ 若 者 が性 被 害 に遭 ったかもしれないと不 安 に思 った
時 にためらわずに相 談 できるように、夏 ・ 冬 休 みの長 期 休 み
の前 後 に、性 被 害 相 談 窓 口 の周 知 動 画 を駅 サイネージや
Ｓ Ｎ Ｓ 広 告 で集 中 的 に放 映 する。 

445 ◆ 生 命 （ いのち） の安 全 教 育   教 育 庁  

 性 暴 力 の加 害 者 、被 害 者 、傍 観 者 にならないようにする
ために、各 学 校 における「 生 命 （ いのち） の安 全 教 育 」 を
促 進 する。 
○教 職 員 向 け指 導 資 料 の作 成 ・ 配 信  
○児 童 ・ 生 徒 向 け理 解 啓 発 ちらしの作 成 ・ 配 信  
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番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

446 ◆ 
教 職 員 等 による児 童 ・ 生 徒 性
暴 力 の防 止  

教 育 庁  

教 職 員 等 による児 童 ・ 生 徒 への性 暴 力 を防 止 するため、以
下 のことに取 り組 む。 
〇「 児 童 ・ 生 徒 を教 職 員 等 による性 暴 力 から守 るための第
三 者 相 談 窓 口 」 の運 営  
〇ロールプレイや動 画 等 による教 職 員 向 け研 修 の充 実  
〇関 係 機 関 と連 携 し、実 効 的 な対 応 が行 うことができるよ
う情 報 共 有  
〇専 門 家 の協 力 を得 た調 査 の実 施  

447 ◆ 
性 暴 力 ・ 性 被 害 防 止 に関 する
普 及 啓 発  

子 供 政 策 連
携 室  

 性 暴 力 の内 容 や対 処 方 法 などについて、年 齢 層 別 にア
ニメ動 画 を制 作 ・ 発 信  

448 ◆ 痴 漢 撲 滅 プロジェクト 
都 民 安 全 総
合 対 策 本 部  

 痴 漢 被 害 のない社 会 の実 現 を目 指 し、令 和 ４ 年 度 末
に庁 内 関 係 各 局 及 び警 視 庁 から成 るプロジェクトチームを設
置 し、「 痴 漢 撲 滅 プロジェクト」 を推 進 している。令 和 ５ 年
度 からは、痴 漢 被 害 実 態 把 握 調 査 を行 うとともに、ホームペ
ージ等 による情 報 発 信 やキャンペーン等 を通 じた普 及 啓 発 な
ど、痴 漢 撲 滅 に向 けた取 組 を行 っている。 

再 掲    保 育 体 制 強 化 事 業  福 祉 局  №128 参 照  

再 掲   
子 供 の権 利 擁 護 専 門 相 談 事
業  

福 祉 局  №142 参 照  

再 掲    スクールサポーター制 度  警 視 庁  №154 参 照  
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【３ 子供の安全を確保するための取組の推進】 

＜子供の安全を取り巻く状況＞ 

 ○  子 供 の 交 通 事 故 に つ い て 、 子 供 が 第 １ 当 事 者 又 は 第 ２ 当 事 者 と し て 関 与 し た 事
故（ 以 下、「子 供関 連 事故 」とい う。）の 発 生件 数は 、平成 25 年 の 2,273 件 から 令
和２ 年の 1,234 件 に 減少 しま した が 、令 和３ 年か ら増 加 傾向 にあ り、 令和 ５ 年に
は 1,778 件 とな っ て いま す。一方 で、死者 数は 、お おむ ね横 ば い傾 向で 推移 し てい
ます 。  

 
図 表 116 子 供 関 連 事 故 件 数 及 び 子 供 の 事 故 死 者 数 の 推 移  

 
資 料 ： 令 和 ６ 年 度 東 京 都 交 通 安 全 実 施 計 画 （ 警 視 庁 の 統 計 ）  
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 ○  ０ 歳か ら ５歳 まで の乳 幼児 の 事故 で、 平成 ３０ 年 から 令和 ４年 まで の ５年 間  
に 45,090 人が 救急 搬 送さ れて いま す 。コ ロナ 禍の 前後 で 大き な差 はな く推 移 して
いま す。  

 
図 表 117 乳 幼 児 の 年 別 の 救 急 搬 送 人 員  

 
資 料 ： 救 急 搬 送 デ ー タ か ら 見 る 日 常 生 活 事 故 の 実 態 （ 令 和 ４ 年 ）  

 
 ○  年 齢別 で は、１ 歳児 の救 急搬 送 人員 が 1,929 人 と 最も 多く 、次い で ２歳 児 が 1,725

人と なっ てい ま す。  
 

図 表 118 乳 幼 児 の 年 齢 別 の 救 急 搬 送 人 員 （ 令 和 ４ 年 ）  

 
資 料 ： 救 急 搬 送 デ ー タ か ら 見 る 日 常 生 活 事 故 の 実 態 （ 令 和 ４ 年 ）  
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 ○  ０ 歳〜 ５ 歳（ 乳幼 児）の 事 故に つ いて は、73.0％が 住 宅 等居 住場 所と な って いま
す。  

 
図 表 119 乳 幼 児 の 発 生 場 所 別 の 救 急 搬 送 人 員 （ 令 和 ４ 年 ）  

 
資 料 ： 救 急 搬 送 デ ー タ か ら 見 る 日 常 生 活 事 故 の 実 態 （ 令 和 ４ 年 ）  

 

＜現状と課題＞ 

 ○  子 供の 交 通事 故件 数は 、そ の 他の 年 齢層 に比 べて 少 ない とは いえ 、死 亡 事故 が ゼ
ロ に は 至 ら ず 、 次 世 代 を 担 う 子 供 の か け が え の な い 命 を 交 通 事 故 か ら 守 っ て い く
対策 が必 要で す 。  

 ○  子 供 の 状 態 別 事 故 発 生 件 数 の 内 訳 を み る と 、 歩 行 中 や 自 転 車 乗 用 中 が 多 く を 占
めて おり 、歩 行 中の 飛 出し や自 転車 の 安全 不確 認、一時 不 停止 な ど子 供の 違反 に よ
る事 故も 発生 し てい ます 。  

 ○  乳 幼児 に つい ては 、短 期間 の うち に 、心 身の 特性 と 生活 上 の留 意点 が大 き く変 化
しま す 。防 災対 策 上 、時期 によ って 、必 要 とす る生 活環 境 や食 物・物 資等 が異 な る
ため 、そ れに 対 応し た適 切な 配慮 が 重要 です 。  

 ○  ま た 、栄 養 状 態や 水分 、衛生 の 確 保が 、乳幼 児の 成 長 、感染 症リ スク の 低減 につ
なが るな ど 、生 命の 維持 上 、大 きな 影響 を与 えま す 。乳 児に とっ ての ミル ク や水 な
ど、生命 や健 康 維持 に 必要 な物 資に つ いて は、被災 時に 確 実に 調 達で きる 仕組 み が
必要 です 。  
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 ○  大 規模 災 害が 発生 した 場合 に は、電気・ガス・水道 など のラ イフ ライ ン の復 旧に
は 1 週 間以 上か か る 恐れ があ りま す 。水 など が不 自由 な 災害 時に は、 乳児 用 液体
ミ ル ク が 有 用 で す 。 ま た 、 乳 児 用 液 体 ミ ル ク が 災 害 時 に 有 効 に 活 用 さ れ る た め に
は、 平常 時か ら 正し い知 識を 持つ こ とが 大切 です 。  

 ○  乳 幼児 期 の事 故に 関す る知 見 が集 積す るこ とに よ り、安全 な生 活環 境 の創 出や、
保護 者へ の効 果 的な 普及 啓発 方法 な ど、 将来 の事 故防 止 に知 見が 継承 され ま す。  

 

＜取組の方向性＞ 

 ○  子 供 た ち が 交 通 ル ー ル を 守 り 、 子 供 自 身 が 危 険 を 予 測 し 回 避 す る こ と が で き る
よう 、参 加・ 体 験・ 実践 型の 交通 安 全教 育な どを 実施 し ます 。  

 ○  家 庭 内 に お け る 子 供 の 事 故 防 止 に 関 す る 啓 発 を 行 う と と も に 、 子 供 の 安 全 に 配
慮し た商 品の 普 及を 図り ます 。  

 ○  災 害 時 に お い て 乳 幼 児 の 健 康 と 安 全 を 確 保 す る た め 、 調 製 粉 乳 と 哺 乳 瓶 の 備 蓄
を行 いま す。  

 ○  利 便 性 が 高 く 災 害 時 の 活 用 に 有 効 な 乳 児 用 液 体 ミ ル ク に つ い て 、 備 蓄 を 行 う と
とも に 、民 間事 業者 と締 結し た協 定 に基 づき 、災害 発生 時に 緊急 に調 達し 、提供 し
ます 。  

 ○  「防 げる 事故 」を確 実に 防ぎ 、子供 が安 心し てチ ャ レン ジで きる 社会 を 実現 する
ため、産 官学 民の 連 携の 下、「 変え ら れる もの を変 える 」の 視 点で 事故 予防 の サイ
クル を回 しな が ら、エビ デン ス・ベ ース の事 故予 防策 を 展開 し、子 供の 事故 が起 き
にく い環 境づ く りを 推進 しま す。  

 ○  子 供の 死 亡事 例に つい て 、福 祉 、保 健 、教 育等 の関 係 機 関と 連携 しな が ら 、子供
の死 に至 る情 報 を収 集し 、予 防可 能 な要 因 につ いて 検証 し 、効 果 的な 予防 対策 を 提
言す るこ とで 、 将来 の子 供の 死亡 減 少に つな げま す。   
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＜計画事業＞ 

◆ ： 第 ３ 期 に お い て 追 加 し た 事 業  

番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

449   
チャイルドシートなどの正 しい着
用 についての普 及 啓 発  

警 視 庁  

 子 供 の安 全 を確 保 するために、以 下 のことに取 り組 む。 
○子 供 と保 護 者 が一 緒 に学 ぶことができる参 加 ・ 体 験 ・ 実
践 型 の交 通 安 全 教 室 を開 催 する。 
○新 聞 、テレビ、ラジオ、インターネット等 、各 種 広 報 媒 体 を
活 用 してチャイルドシートの着 用 意 識 を高 め、正 しい着 用 の
徹 底 を図 る。 
○チャイルドシート着 用 講 習 会 を実 施 する。 

450   交 通 安 全 教 育 の推 進  
都 民 安 全 総
合 対 策 本 部  
警 視 庁  

（ 都 民 安 全 総 合 対 策 本 部 ）  
 小 学 生 等 を対 象 とした交 通 安 全 教 育 として、「 歩 行 者
シミュレータ」 等 を活 用 した参 加 ・ 体 験 型 の交 通 安 全 教 室
を実 施  
（ 警 視 庁 ）  
 子 供 が正 しい交 通 安 全 知 識 を身 に付 けるために、幼 稚
園 ・ 小 学 校 ・ 中 学 校 ・ 高 校 等 において、成 長 に合 わせた段
階 的 かつ体 系 的 な参 加 ・ 体 験 ・ 実 践 型 の交 通 安 全 教 育
を行 う。 

451   信 号 機 の導 入 ・ 整 備  警 視 庁  
○歩 車 分 離 式 信 号 機 の導 入  
 子 供 の利 用 機 会 が多 い交 差 点 を対 象 に、歩 行 者 と車
両 の通 行 を時 間 的 に分 離 する。 

452   自 転 車 の安 全 利 用 の推 進  
都 民 安 全 総
合 対 策 本 部  
警 視 庁  

（ 都 民 安 全 総 合 対 策 本 部 ）  
○「 東 京 都 自 転 車 の安 全 で適 正 な利 用 の促 進 に関 する
条 例 」 等 の理 念 に基 づき、小 学 生 用 、幼 稚 園 ・ 保 育 所 の
園 児 保 護 者 用 など、対 象 別 に自 転 車 安 全 利 用 に関 する
リーフレットを作 成 し配 布 するとともに、自 転 車 シミュレータを
活 用 した参 加 ・ 体 験 型 の自 転 車 安 全 教 室 を、教 育 庁 等
との連 携 により学 校 等 で開 催 する。 
 また、スマートフォン・ タブレット向 けに東 京 都 自 転 車 安 全
学 習 アプリ「 輪 トレ」 を提 供 する。 
（ 都 民 安 全 総 合 対 策 本 部 、警 視 庁 ）  
〇自 転 車 の幼 児 用 座 席 に乗 車 させた幼 児 の安 全 対 策 を
推 進 する。 
○リーフレットや動 画 を活 用 した普 及 啓 発 により、ヘルメット
の着 用 を促 進 する。 
〇自 転 車 利 用 中 の対 人 賠 償 事 故 に備 える保 険 等 への加
入 を促 進 する。 
（ 警 視 庁 ）  
○子 供 と保 護 者 が一 緒 に学 ぶことができる参 加 ・ 体 験 ・ 実
践 型 の交 通 安 全 教 室 を開 催 する。 
○中 学 生 以 上 に対 して、スタントマンによる交 通 事 故 再 現
スタントを中 心 とした自 転 車 安 全 教 室 を実 施 し、交 通 ルー
ルの遵 守 意 識 の向 上 を図 る。 
○新 聞 、テレビ、ラジオ、インターネット等 、各 種 広 報 媒 体 を
活 用 して、自 転 車 の安 全 利 用 について広 報 啓 発 を推 進 す
る。 
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番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

453   地 域 幹 線 道 路 の整 備  建 設 局  

 幹 線 道 路 の整 備 が進 んでいないエリアでは、周 辺 道 路 の
渋 滞 のため、地 域 に用 事 のない通 過 交 通 が生 活 道 路 に流
入 している。このため、地 域 幹 線 道 路 を整 備 し、安 心 で安
全 なまちを実 現 する。 

454   連 続 立 体 交 差 事 業  建 設 局  
 歩 行 者 の安 全 や道 路 交 通 の円 滑 化 などを図 るため、鉄
道 の立 体 化 を行 い、踏 切 を除 却 する。 

455   
子 供 の身 の回 りの危 険 について
の情 報 発 信 ・ 普 及 啓 発  

生 活 文 化 局  

 乳 幼 児 の事 故 防 止 ガイドの作 成 のほか、子 育 て世 代 が
多 く集 まるイベント、東 京 消 防 庁 防 災 館 、区 市 町 村 が開
催 する消 費 生 活 展 等 、多 様 な主 体 と連 携 し、家 の中 の危
険 や子 供 服 の安 全 性 など子 供 の事 故 防 止 に関 する模 型 ・
パネル等 の展 示 を活 用 して、より多 くの保 護 者 や子 供 に体
験 型 の啓 発 を行 っていく。 
 また、消 費 者 及 び事 業 者 の情 報 交 流 等 を通 じて、商 品
等 の安 全 対 策 に役 立 てるため、NPO が運 営 する「 こどものケ
ガを減 らすためにみんなをつなぐプラットフォーム」 で普 及 啓 発
を実 施 する。 

456   災 害 用 ミルク等 の確 保  福 祉 局  
 乳 幼 児 用 の調 製 粉 乳 と哺 乳 瓶 4 日 分 （ 災 害 発 生 後
の最 初 の 3 日 分 は区 市 町 村 、都 は以 降 の 4 日 分 ） をラン
ニングストック方 式 で備 蓄 する。 

457   
「 東 京 マイ・ タイムライン」 の普
及 啓 発  

総 務 局  

〇冊 子 版 の配 布  
 都 内 全 ての国 公 私 立 小 ・ 中 ・ 高 等 学 校 の児 童 、生 徒 を
対 象 に配 布 する。 
 （ 配 布 対 象 は小 １ 、小 ４ 、中 １ 、高 １ の学 年 ）  
〇学 校 出 前 講 座  
 高 校 生 を対 象 に、風 水 害 からの避 難 について考 えてもらう
ためセミナーを実 施 する。 
〇親 子 セミナー 
 小 学 生 以 上 の子 供 とその保 護 者 を対 象 に、風 水 害 から
の避 難 について考 えてもらうためセミナーを実 施 する。 

458   セーフティ・ レビュー事 業  
子 供 政 策 連
携 室  

関 係 各 局 と連 携 し、事 故 事 例 データの収 集 ・ 分 析 、専 門
家 の知 見 等 を活 かした事 故 防 止 策 の提 言 等 を実 施 する。 

459   
事 故 情 報 等 データベース構 築
事 業  

子 供 政 策 連
携 室  

産 官 学 民 で利 活 用 できる子 供 の事 故 情 報 データベースを構
築 する。 

460   
予 防 のための子 供 の死 亡 検 証
（ CDR）  

福 祉 局  

 子 供 の死 亡 事 例 について、福 祉 、保 健 、教 育 等 の関 係
機 関 と連 携 しながら、子 供 の死 に至 る情 報 を収 集 し、予 防
可 能 な要 因 について検 証 し、効 果 的 な予 防 対 策 を提 言 す
ることで、将 来 の子 供 の死 亡 減 少 につなげる。 

461   
子 供 の安 全 に配 慮 した商 品 の
普 及  

生 活 文 化 局  

 事 業 者 等 と連 携 して、子 供 の安 全 に配 慮 した商 品 見 本
市 を開 催 し、商 品 のＰ Ｒ 強 化 、事 業 者 による安 全 な商 品
の開 発 ・ 製 造 、販 売 ・ 流 通 拡 大 の促 進 、商 品 を主 体 的 に
選 択 ・ 購 入 する消 費 者 の育 成 を図 る。 

  



280 
 

番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

再 掲    保 育 体 制 強 化 事 業  福 祉 局  №128 参 照  

再 掲    
子 育 て世 帯 に配 慮 した住 宅 の
供 給 促 進  

住 宅 政 策 本
部  

№467 参 照  

再 掲    
「 子 供 を守 る」 住 宅 確 保 促 進
事 業  

住 宅 政 策 本
部  

№468 参 照  
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【４ 良質な住宅と居住環境の確保】 

＜住宅環境を取り巻く状況＞ 

 ○  都 内で は 、夫 婦と 18 歳未 満 の者 か らな る世 帯の 33.9％ が 70 ㎡ 未満 の 住宅 に 住
んで いま す。  

 
図 表 120 住 宅 の 床 面 積 （ 世 帯 に い る 子 供 の 年 齢 別 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 保 健 基 礎 調 査 （ 令 和 ３ 年 度 ） を 基 に 作 成  
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 ○  子 育 て を す る 上 で 住 宅 の 周 り の 環 境 と し て 重 要 だ と 思 う こ と を 聞 い た と こ ろ 、
「子 供の 遊び 場 や公 園が 近く にあ る 」の 割合 が最 も高 く なっ てい ます 。  

 
図 表 121 子 育 て を す る 上 で 住 宅 の 周 り の 環 境 と し て 重 要 な こ と （ ３ つ ま で の 複 数 回 答 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 保 健 基 礎 調 査 （ 令 和 ３ 年 度 ）  
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静かな環境にあり、治安がよい

小児科の病院・診療所が近くにある

託児所・保育所や幼稚園などが近くにある

身近に頼れる人がいる

日用品を購入するスーパーや飲食店が近くにある

小学校や中学校が近くにある

駅やバス停に近く、通勤に便利である

その他

特にない

わからない

無回答

（％）

令和３年度
（4,581人）
令和28年度
（5,944人）
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＜現状と課題＞ 

 ○  救 急搬 送 に至 る乳 幼児（ ０歳 から ５歳 まで ）の日 常生 活に おけ る事 故 は、約７ 割
が 住 宅 等 で 発 生 し て お り 、 子 育 て に 配 慮 し た 設 備 な ど 住 宅 内 で の 安 全 性 の 確 保 が
求め られ てい ま す。  

 ○  都 は、子 育て に 適し た住 宅の 供 給を 促進 する ため「 子育 て に配 慮し た住 宅 のガ イ
ドラ イン」を 策定 す ると とも に、「 東京 こ ども すく すく 住 宅認 定制 度」に よ り、子
育て しや すい 環 境づ くり を行 って い る優 良な 住宅 を認 定 して いま す。  

 ○  子 育て 世 帯、特に ひと り親 世 帯は 、就 労 や子 育て に不 安を 抱え 、経済 的に 困窮 し
て い る こ と も 多 く 、 民 間 賃 貸 住 宅 へ の 入 居 を 拒 ま れ 住 宅 確 保 に 苦 慮 し て い る 場 合
があ りま す。  

 ○  私 たち の 暮ら す室 内で は 、建 材 、家 具、家 庭用 品か らさ まざ まな 化学 物 質が 空気
中 に 放 出 さ れ て い ま す 。 乳 児 や 子 供 は 体 が 小 さ く 、 １ 回 の 呼 吸 量 も 少 な い の で す
が、体重 １㎏ あ たり で 比較 する と、呼 吸に よ って 取り 込む 化 学物 質の 量は 大人 の ２
倍以 上に もな り ます 。そ の ため 、乳児 や子 供が 長時 間過 ご す室 内の 空気 には 、十分
注意 を払 う必 要 があ りま す。  

 

＜取組の方向性＞ 

 ○  子 育 て 世 帯 に 配 慮 し た 住 宅 供 給 の 誘 導 、 民 間 賃 貸 住 宅 へ の 円 滑 な 入 居 に 対 す る
支 援 、 公 的 住 宅 の 建 て 替 え に よ る 子 育 て 支 援 施 設 等 の 整 備 及 び 公 的 住 宅 に お け る
子育 て世 帯に 対 する 入居 機会 の確 保 など の取 組を 推進 し ます 。  

 ○  東 京 こ ど も す く す く 住 宅 に 係 る 改 修 物 件 へ の 取 組 強 化 、 戸 建 住 宅 へ の 対 象 拡 大
を通 じ、 住宅 の 整備 ・改 修を 行う 事 業者 等を 支援 しま す 。  

 ○  都 営住 宅 の建 替え に当 たり 、地 元 自治 体の 基本 構 想等 に整 合さ せな が ら、道路・
公園 等の 公共 施 設や 保育 所等 の公 益 的施 設を、「 東京 都が 行 う 公共 住宅 建設 に 関連
する 地域 開発 要 綱」 に基 づき 整備 し ます 。  

 ○  子 育て 世 帯等 の入 居を 拒ま な い民 間賃 貸住 宅（ 東 京さ さ エー ル住 宅）の 登録 促 進
及び 入居 相談 な どの サポ ート を行 う 居住 支援 法人 の指 定 を進 めま す。  

 ○  都 営 住 宅 や 公 社 住 宅 の 入 居 者 募 集 に お い て 、 子 育 て 世 帯 が 優 先 的 に 入 居 で き る
機会 を確 保し ま す。  

 ○  住 宅の 価 格や 家賃 が上 昇す る 中、民 間活 力を 活用 し 、子 育 て世 帯等 が住 み やす い
アフ ォー ダブ ル 住宅 の供 給を 推進 し ます 。  

 ○  子 供は 化 学物 質の 影響 を受 け やす く、将来 に わた る健 康影 響も 懸念 さ れる ため、
建 材 に 由 来 す る 化 学 物 質 の 低 減 化 等 の シ ッ ク ハ ウ ス 対 策 の 啓 発 を 行 い 、 安 全 な 室
内環 境の 確保 を 推進 しま す。  
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■東 京こ ども す くす く住 宅  
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＜計画事業＞ 

◆ ： 第 ３ 期 に お い て 追 加 し た 事 業  

番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

462   
住 宅 困 窮 度 に応 じた入 居 者
選 定 方 式 の実 施  

住 宅 政 策 本
部  

 住 宅 に困 窮 している 18 歳 未 満 の子 供 が３ 人 以 上 いる
多 子 世 帯 が、「 多 子 世 帯 ポイント方 式 募 集 」 や「 多 子 世
帯 優 遇 抽 せん制 度 」 を活 用 し、優 先 的 に都 営 住 宅 に入 居
できるよう、入 居 者 の選 定 を実 施 する。 

463   
若 年 夫 婦 ・ 子 育 て世 帯 への入
居 機 会 の確 保  

住 宅 政 策 本
部  

 若 年 夫 婦 ・ 子 育 て世 帯 （ ひとり親 世 帯 含 む） 向 けに、
一 般 募 集 とは別 枠 で行 う入 居 期 間 を 10 年 （ ただし、10
年 経 過 した時 点 で子 がいる場 合 は、末 子 の高 校 修 了 期 ま
で延 長 ） までとする期 限 付 きの入 居 者 募 集 方 式 である
「 都 営 住 宅 定 期 使 用 住 宅 募 集 」 や、入 居 期 限 のない「 若
年 夫 婦 ・ 子 育 て世 帯 向 （ ひとり親 世 帯 含 む） 」 の毎 月 募
集 を通 して、若 年 夫 婦 ・ 子 育 て世 帯 の入 居 の機 会 を確 保
する。 

464   
小 学 校 就 学 前 の子 育 て世 帯
への入 居 機 会 の確 保  

住 宅 政 策 本
部  

 都 営 住 宅 において、小 学 校 就 学 前 の子 供 が２ 人 以 上
いる世 帯 を優 遇 抽 せん制 度 により優 先 的 に都 営 住 宅 に入
居 できるよう、入 居 者 の選 定 を実 施 する。 
 また、18 歳 未 満 の児 童 が１ 人 または２ 人 いる世 帯 を優
遇 抽 せん制 度 により優 先 的 に都 営 住 宅 に入 居 できるよう、
入 居 者 の選 定 を実 施 する。 

465   地 域 開 発 整 備 事 業  
住 宅 政 策 本
部  

 都 営 住 宅 の建 替 えに当 たり、地 元 自 治 体 の基 本 構 想
等 に整 合 させながら、道 路 ・ 公 園 等 の公 共 施 設 や保 育 所
等 の公 益 的 施 設 を、「 東 京 都 が行 う公 共 住 宅 建 設 に関
連 する地 域 開 発 要 綱 」 に基 づき整 備 する。 

466   
公 社 住 宅 における子 育 て世 帯
への入 居 支 援  

住 宅 政 策 本
部  

○優 先 入 居 の実 施  
 子 育 て世 帯 の入 居 機 会 を確 保 し、居 住 の安 定 が図 られ
るよう、新 築 募 集 における「 子 育 て世 帯 倍 率 優 遇 制 度 」 、
空 き家 先 着 順 募 集 における「 子 育 て世 帯 等 優 先 申 込 制
度 」 の利 用 を促 進 する。 
○近 居 の支 援  
 世 代 間 で助 け合 いながら安 心 して生 活 できるよう、子 育
て世 帯 が親 族 の近 くに住 む近 居 を支 援 するため、新 築 募
集 における「 近 居 世 帯 倍 率 優 遇 制 度 」 とともに、一 部 住 宅
の空 き家 募 集 において事 前 に登 録 することで優 先 的 に入 居
できる「 近 居 であんしん登 録 制 度 」 、及 び家 賃 を一 定 期 間
割 引 する「 近 居 サポート割 」 を実 施 する。 
〇子 育 て世 帯  住 まい相 談 窓 口 の設 置  
 新 規 入 居 ご希 望 の方 に対 し、公 社 住 宅 に関 する子 育 て
関 連 情 報 を提 供 する。 
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番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

467   
子 育 て世 帯 に配 慮 した住 宅 の
供 給 促 進  

住 宅 政 策 本
部  

 子 育 て支 援 サービスとも連 携 した子 育 て世 帯 向 けの質 の
高 い住 宅 を都 が認 定 する「 東 京 都 子 育 て支 援 住 宅 認 定
制 度 」 を「 東 京 こどもすくすく住 宅 認 定 制 度 」 として制 度 を
再 構 築 し、認 定 基 準 を多 段 階 化 するとともに、認 定 住 宅
における改 修 や新 築 に対 する直 接 補 助 の実 施 などにより、
子 育 て世 帯 に配 慮 した住 宅 の供 給 を促 進 する。 
 東 京 こどもすくすく住 宅 について、令 和 ７ 年 度 から既 存 ス
トックの有 効 活 用 や良 質 な賃 貸 住 宅 の供 給 を促 進 する観
点 から、一 層 メリハリある制 度 に見 直 しを図 るとともに、住 宅
市 場 全 体 の取 組 を強 化 するため、制 度 の対 象 を戸 建 住 宅
にも拡 大 する。 

468 ◆ 
「 子 供 を守 る」 住 宅 確 保 促 進
事 業  

住 宅 政 策 本
部  

 子 供 の安 全 確 保 のための工 事 等 を行 う集 合 住 宅 居 住
者 に直 接 補 助 し、子 育 て世 帯 の住 まいの安 全 性 を底 上 げ
する。 

469   
住 宅 確 保 要 配 慮 者 に対 する
居 住 支 援 の推 進  

住 宅 政 策 本
部  

 子 育 て世 帯 などの住 宅 確 保 要 配 慮 者 の居 住 の安 定 を
図 るため、入 居 を拒 まない民 間 賃 貸 住 宅 （ 東 京 ささエール
住 宅 ） の登 録 を促 進 するとともに入 居 者 への家 賃 債 務 保
証 や入 居 に係 る情 報 提 供 、相 談 、見 守 り等 の生 活 支 援 を
行 う居 住 支 援 法 人 の指 定 を進 める。 
 また、地 域 の実 情 に応 じたきめ細 かな支 援 を担 う区 市 町
村 に対 して、広 域 的 な立 場 から全 国 の協 議 会 の取 組 事 例
等 の情 報 提 供 や活 動 に対 する支 援 を行 うなど、区 市 町 村
居 住 支 援 協 議 会 の設 置 を推 進 する。 

470 ◆ 
都 営 住 宅 を活 用 した結 婚 支
援  

住 宅 政 策 本
部  

 入 居 期 間 を 10 年 （ ただし、10 年 経 過 した時 点 で子 が
いる場 合 は、末 子 の高 校 修 了 期 まで延 長 ） までとする入
居 者 募 集 方 式 のうち、毎 月 募 集 を通 して、結 婚 予 定 者 に
交 通 利 便 性 の高 い都 営 住 宅 を優 先 的 に提 供 する。 

471 ◆ 
公 社 住 宅 を活 用 した結 婚 支
援  

住 宅 政 策 本
部  

 結 婚 を予 定 する方 々を支 援 するため、「 結 婚 予 定 者 優
先 申 込 制 度 」 により、交 通 利 便 性 の高 い公 社 住 宅 を優 先
的 に提 供 する。 

472   シックハウス対 策  保 健 医 療 局  

 化 学 物 質 による子 供 の健 康 への影 響 を予 防 するため、
庁 内 で組 織 する「 居 室 内 の有 害 化 学 物 質 に関 する連 絡
会 議 」 等 により、各 局 が連 携 し、「 化 学 物 質 の子 供 ガイドラ
イン（ 室 内 空 気 編 ） 」 や「 健 康 ・ 快 適 居 住 環 境 の指 針
（ 平 成 ２ ８ 年 度  改 定 版 ） 」 等 を活 用 した室 内 環 境 保
健 対 策 を推 進 する。 
 また、子 供 が利 用 する施 設 の担 当 者 を対 象 とした「 化 学
物 質 健 康 問 題 に関 する講 習 会 」 の開 催 や、区 市 町 村 保
育 担 当 者 会 等 におけるガイドライン等 の周 知 及 び包 括 補 助
事 業 を活 用 した化 学 物 質 の測 定 実 施 の支 援 等 の取 組 を
進 める。 
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番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

473 ◆ 
子 育 て世 帯 等 が住 みやすいア
フォーダブル住 宅 の供 給  

産 業 労 働 局  
住 宅 政 策 本
部  
都 市 整 備 局  

〇金 融 スキームの活 用  
 ファンド手 法 を活 用 し、子 育 て世 帯 等 が手 頃 な価 格 で安
心 して住 むことのできる住 宅 の供 給 を促 進  
〇空 き家 の有 効 活 用  
 区 市 町 村 と連 携 し、空 き家 を地 域 資 源 として活 用 し地
域 の課 題 解 決 に取 り組 む民 間 事 業 者 等 に対 して、ひとり
親 世 帯 等 を対 象 としたシェアハウスへの改 修 に係 るメニューを
新 たに設 けるなど、取 組 を後 押 し 
〇開 発 と合 わせた導 入  
 都 市 開 発 諸 制 度 等 による開 発 と合 わせたアフォーダブル
住 宅 の導 入 に向 けた促 進 策 を検 討  
〇多 摩 ニュータウンのまちづくり 
 子 育 て世 代 に選 ばれ、ライフステージに合 わせて、空 き住
戸 の活 用 など多 様 な住 まいの供 給 を促 進  

 
 

＜目標を掲げている取組＞ 

番 号  事 業 名  所 管 局  
目 標 値 （ 年 度 の記 載 ないものは、 

令 和 11 年 度 末 までの目 標 ）  
令 和 5 年 度 実 績  

467   
子 育 て 世 帯 に配 慮 し た 住 宅 の
供 給 促 進  

住 宅 政 策 本
部  

（ 令 和 12 年 度 末 ）  
 認 定 戸 数  10,000 戸  

認 定 戸 数  延 べ
3,920 戸  
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【５ 安心して外出できる環境の整備】 

＜子育て家庭を取り巻く状況＞ 

 ○  子 育て 中 の父 母に 、子 育て を する 上 で整 備し てほ し いも のを 尋ね たと こ ろ、令 和
４ 年 度 も 父 母 と も に 「 子 供 が 安 全 に 遊 ぶ こ と が で き る 公 園 」 が 最 も 多 く 、 次 い で
「 子 供 が 泣 い て も 周 囲 の 目 を 気 に す る こ と な く 利 用 で き る 電 車 車 両 」 が 多 く な っ
てい ます 。母 親の 回 答で は「 段差 のな い 歩道 や駅 など の バリ アフ リー 」、父 親 の回
答で は「子 供連 れで も楽 に利 用で き 、オ ムツ 替え の場 所 があ る公 衆ト イレ 」がそ の
次に 多く なっ て いま す。  

 
図 表 122 子 育 て を し て い く 上 で 整 備 し て ほ し い も の （ 東 京 都 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 東 京 都 福 祉 保 健 基 礎 調 査 」（ 令 和 ４ 年 度 ）  
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 ○  日 常 よ く 出 か け る と こ ろ に 着 く ま で の バ リ ア の 有 無 を 外 出 時 グ ル ー プ 別 に み る
と、 乳幼 児連 れ グル ープ は 62.2％で 、 総 数や 他の グル ー プと 比べ て高 くな っ てい
ます 。  

 
図 表 123 日 常 よ く 出 か け る と こ ろ に 着 く ま で の バ リ ア の 有 無 （ 外 出 時 グ ル ー プ 別 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 東 京 都 福 祉 保 健 基 礎 調 査 」（ 令 和 ３ 年 度 ）  

（ 注 ） 外 出 時 の 障 害 あ り グ ル ー プ ： 何 ら か の 障 害 が あ る た め に 、 外 出 の 際 、 福 祉 機 器 や 介 助 者 が 必 要 で あ る 人  

   乳 幼 児 連 れ グ ル ー プ ： 乳 幼 児 を 連 れ て 外 出 す る こ と が あ る 人  

   高 齢 者 グ ル ー プ ： 年 齢 が 65 歳 以 上 の 人  
 
 ○  「心 の バリ ア フリ ー 1」とい う言 葉 や意 味を 知っ て いる か聞 いた とこ ろ、「 言 葉も

意味 も、 今回 は じめ て知 った 」の 割 合が 48.7％ と最 も高 くな って いま す。  
 

図 表 124 心 の バ リ ア フ リ ー の 認 知 度  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 東 京 都 福 祉 保 健 基 礎 調 査 」（ 令 和 ３ 年 度 ）   

 
1 誰 も が 円 滑 に 移 動 し 、 様 々 な 活 動 を 楽 し め る ま ち づ く り を 進 め る た め 、 全 て の 人 が 平 等 に 参 加 で き る 社 会 や 環
境 に つ い て 考 え 、 必 要 な 行 動 を 続 け る こ と  

41.8

62.2

51.6

40.6

55.1

37.2

45.6

57.1

3.2

0.6

2.8

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者グループ
（1,600人）

乳幼児連れグループ
（347人）

外出時の障害ありグループ
（287人）

総数
（4,581人）

ある ない 無回答

以前から言葉も意味も知っ
ていた
27.8

言葉は知っていたが、
意味は今回はじめて知った

22.1

言葉も意味も、今回はじめて知った
48.7

その他
0.5

無回答
0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和３年度
（4,581人）



290 
 

＜現状と課題＞ 

 ○  交 通機 関 、道 路 、建 築物 等に お い て 、施 設や 環境 の 整 備を 行う とと も に 、合理的
配慮 の提 供や 情 報保 障を 行う など 、ハー ド・ソ フト 一体 的 なバ リ アフ リー を推 進 す
る必 要が あり ま す。  

 ○  情 報 バ リ ア フ リ ー 環 境 の 構 築 や 心 の バ リ ア フ リ ー の 理 解 促 進 な ど ソ フ ト 面 の 取
組を 更に 充実 さ せる 必要 があ りま す 。  

 ○  子 育て 世 帯に 配慮 した 環境 整 備の 促進 を図 るた め 、民 間 施設 等に おけ る「赤 ち ゃ
ん・ ふら っと 」 の設 置等 を更 に進 め てい く必 要が あり ま す。  

 ○  車 両 の 更 新 に 合 わ せ て 、 車 椅 子 や ベ ビ ー カ ー 等 に 配 慮 し た ス ペ ー ス の 導 入 を 進
める こと が望 ま しい です 。  

 

＜取組の方向性＞ 

 ○  誰 も が 安 心 し て 外 出 で き る よ う 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 視 点 に 立 っ た 福 祉 の
まち づく りを 推 進す ると とも に 、マ タニ ティ マー クの 普 及な ど、ハ ード・ソフ トの
両面 から 一体 的 にバ リア フリ ー化 を 進め てい きま す。  

 ○  授 乳や お むつ 替え など がで き る「 赤ち ゃん・ふら っと 」を商 業施 設等 に 設置 しま
す。  

 ○  都 立公 園 に野 外体 験や 里山 体 験が でき る広 場を 整 備し ます 。  
 ○  交 通機 関 や公 共空 間の バリ ア フリ ー化 を推 進し ま す。  
 ○  心 のバ リ アフ リー の理 解促 進 と情 報バ リア フリ ー の普 及推 進を 行い ま す。  
 ○  地 下鉄 車 両の 更新 にあ わせ 、各車 両に フリ ース ペ ース を導 入し ます 。また 、子育

て応 援ス ペー ス を都 営地 下鉄 の全 路 線に 展開 し、 導入 車 両を 順次 拡大 しま す 。  
 ○  都 営バ ス（乗 合バ ス車 両 ）に つい ては 、平成 24 年度 末 に全 車両 をノ ン ステ ップ

バス とし てい ま す。  
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■子 育て 応援 ス ペー ス  

 
ⒸMercis bv 
 
■こ ども スマ イ ルス ポッ ト  

  
（新 宿西 口駅 ）         （ 上野 御徒 町駅 ）  
 

 
（門 前仲 町駅 ）  
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＜計画事業＞ 

◆ ： 第 ３ 期 に お い て 追 加 し た 事 業  

番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

474   
子 育 て家 庭 の外 出 環 境 の整
備 「 赤 ちゃん・ ふらっと」  

福 祉 局  

 子 育 て家 庭 が、気 軽 に外 出 できるよう、授 乳 やおむつ替 え
などができる「 赤 ちゃん・ ふらっと」 を保 育 所 や公 共 施 設 等 、身
近 な地 域 に設 置 する区 市 町 村 を支 援 するほか、都 立 施 設 、
民 間 施 設 にも設 置 を進 める。 

475   緑 の拠 点 となる公 園 の整 備  建 設 局  
 都 民 に安 らぎやレクリエーションの場 を提 供 する都 立 公 園 の
整 備 を推 進 する。 

476   
こころとからだを育 てる活 動 体 験
（ 野 外 体 験 ・ 里 山 体 験 ） の 
活 動 広 場 拠 点 づくり 

建 設 局  

 都 市 化 や家 族 形 態 の変 化 により、都 市 生 活 の中 では得
られなくなった野 外 体 験 や里 山 体 験 を親 子 連 れ、高 齢 者 な
ど、多 くの都 民 が都 立 公 園 で楽 しめる広 場 を整 備 する。 
 野 外 体 験 や里 山 体 験 を通 じて自 然 と親 しむ機 会 を提 供
し、快 適 さを備 えた公 園 整 備 を行 うことにより、都 心 や丘 陵
地 の公 園 に来 園 する都 民 が増 加 し楽 しめる公 園 の整 備 をす
る。 

477   

心 のバリアフリーに向 けた普 及
啓 発 の強 化 への支 援  
〔 地 域 福 祉 推 進 区 市 町 村 包
括 補 助 事 業 〕  

福 祉 局  

 心 のバリアフリーに関 するガイドラインを活 用 するなどして、学
校 や地 域 でのユニバーサルデザイン教 育 や福 祉 のまちづくりサポ
ーター等 の養 成 、事 業 者 の接 遇 向 上 に向 けた普 及 啓 発 等 の
様 々な取 組 を行 う区 市 町 村 を支 援 することで、全 ての人 が
平 等 に参 加 できる社 会 や環 境 について考 え、必 要 な行 動 を
続 ける心 のバリアフリーを推 進 する。 

478   

情 報 バリアフリーに係 る充 実 へ
の支 援  
〔 地 域 福 祉 推 進 区 市 町 村 包
括 補 助 事 業 〕  

福 祉 局  

 地 域 のバリアフリーマップの作 成 やＩ Ｃ Ｔ を活 用 した歩 行
者 の移 動 支 援 、コミュニケーション支 援 ボードの普 及 など、区
市 町 村 の様 々な取 組 を支 援 し、誰 もが必 要 な情 報 を容 易
に入 手 できる環 境 を整 備 する。 

479   情 報 バリアフリーの普 及 推 進  福 祉 局  

 年 齢 、性 別 、国 籍 、障 害 の有 無 等 にかかわらず、誰 もが外
出 や活 動 を楽 しむことのできるよう、ハード・ ソフトの一 体 的 なバ
リアフリー化 を東 京 ２ ０ ２ ０ 大 会 のレガシーとして発 展 させる
ため、必 要 な情 報 をスムーズに入 手 できる情 報 バリアフリー環
境 に向 け、利 用 者 の視 点 に立 ったわかりやすい情 報 提 供 や
普 及 啓 発 を行 う。 

480   心 のバリアフリーの理 解 促 進  福 祉 局  

 年 齢 、性 別 、国 籍 、障 害 の有 無 等 にかかわらず、誰 もが外
出 や活 動 を楽 しむことのできるよう、ハード・ ソフトの一 体 的 なバ
リアフリー化 を東 京 ２ ０ ２ ０ 大 会 のレガシーとして発 展 させる
ため、心 のバリアフリーが浸 透 した共 生 社 会 の実 現 に向 け、多
くの人 の理 解 に広 がり、実 践 に繋 がるよう、効 果 的 な普 及 啓
発 を行 う。 
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番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

481   
東 京 都 福 祉 のまちづくり条 例 の
運 用 等  

福 祉 局  

○建 築 物 、道 路 、公 園 、公 共 交 通 施 設 等 の新 設 又 は改
修 の際 に、整 備 基 準 に適 合 した整 備 を図 る。 
○区 市 町 村 に委 任 した届 出 、指 導 ・ 助 言 、適 合 証 交 付 等
運 用 事 務 の円 滑 な実 施 に向 けた制 度 の周 知 、特 例 交 付 金
の交 付 等 を行 う。※所 管 行 政 庁 ： 独 自 条 例 制 定 による適
用 除 外 8 区 市 を除 く区 市 町 村  

482   

区 市 町 村 福 祉 のまちづくりに関
する基 盤 整 備 事 業  
〔 地 域 福 祉 推 進 区 市 町 村 包
括 補 助 事 業 〕  

福 祉 局  

 区 市 町 村 が自 ら行 う福 祉 のまちづくり条 例 に適 合 した公
共 的 施 設 、道 路 、公 園 等 の整 備 や、小 規 模 店 舗 など身 近
な建 築 物 のバリアフリー化 整 備 を行 う民 間 事 業 者 に対 する
整 備 費 の一 部 を助 成 する事 業 に対 し支 援 を行 う。 

483   
福 祉 のまちづくり功 労 者 に対 す
る知 事 感 謝 状 の贈 呈  

福 祉 局  
 東 京 都 の福 祉 のまちづくりの推 進 について顕 著 な功 績 のあ
った個 人 または団 体 に感 謝 状 を贈 呈 することにより、福 祉 のま
ちづくりの取 組 を広 く普 及 させる。 

484   
公 共 トイレの介 助 用 ベッド設 置
促 進 事 業 〔 地 域 福 祉 推 進 区
市 町 村 包 括 補 助 事 業 〕  

福 祉 局  
 公 共 トイレへの介 助 用 ベッドの計 画 的 な設 置 ・ 情 報 発 信
等 に一 体 的 に取 り組 む市 町 村 を支 援 することで、公 共 トイレ
のバリアフリー化 を促 進 する。 

485   
鉄 道 駅 総 合 バリアフリー推 進
事 業 （ バリアフリー基 本 構 想
等 作 成 費 補 助 ）  

都 市 整 備 局  

 地 域 の面 的 かつ一 体 的 なバリアフリー化 を推 進 するため、バ
リアフリー法 に基 づきバリアフリー基 本 構 想 及 び移 動 等 円 滑
化 促 進 方 針 を作 成 する区 市 町 村 に対 し補 助 を行 う。また、
情 報 提 供 や技 術 的 助 言 を行 い、地 域 のバリアフリー化 を推
進 する。 

486   
鉄 道 駅 総 合 バリアフリー推 進
事 業 （ 鉄 道 駅 エレベーター等
整 備 事 業 ）  

都 市 整 備 局  
 Ｊ Ｒ ・ 私 鉄 の鉄 道 駅 における円 滑 な移 動 を確 保 するた
め、区 市 町 と連 携 してエレベーター等 の整 備 に対 する補 助 を
行 う。 

487   
鉄 道 駅 総 合 バリアフリー推 進
事 業 （ ホームドア等 整 備 促 進
事 業 ）  

都 市 整 備 局  
 Ｊ Ｒ ・ 私 鉄 の鉄 道 駅 における安 全 性 を確 保 するため、区
市 町 と連 携 してホームドアの整 備 に対 する補 助 を行 う。 

488   
鉄 道 駅 総 合 バリアフリー推 進
事 業 （ 鉄 道 駅 バリアフリートイ
レ等 整 備 促 進 事 業 ）  

都 市 整 備 局  

 Ｊ Ｒ ・ 私 鉄 の鉄 道 駅 における車 椅 子 使 用 者 だけでなく、
乳 幼 児 連 れの方 等 、多 様 な利 用 者 の利 便 性 を向 上 するた
め、区 市 町 と連 携 してバリアフリートイレの整 備 や機 能 の分 散
配 置 に対 する補 助 を行 う。 

489   地 下 高 速 鉄 道 建 設 助 成  都 市 整 備 局  

 地 下 高 速 鉄 道 の建 設 促 進 を図 るため、交 通 局 及 び東 京
メトロが施 行 する、地 下 高 速 鉄 道 の新 線 建 設 、耐 震 補 強
及 び大 規 模 改 良 （ ホームドア、エレベーター等 整 備 含 む。） に
対 する補 助 を行 う。 

490   
だれにも乗 り降 りしやすいバス整
備 事 業  

都 市 整 備 局  
 民 営 バス事 業 者 が整 備 するノンステップバスに対 し、購 入 経
費 の一 部 を補 助 することにより、だれでも乗 り降 りしやすいバス
の導 入 促 進 を図 る。 

491   道 路 のバリアフリー化  建 設 局  

 多 くの人 が日 常 生 活 で利 用 する主 要 駅 や生 活 関 連 施 設
を結 ぶ都 道 等 について、バリアフリー化 を推 進 する。 
 また、既 設 道 路 橋 の「 優 先 的 に整 備 する橋 梁 」 について、
バリアフリー化 整 備 を順 次 進 めていく。 

  



294 
 

番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

492   歩 道 の整 備 ・ 改 善  建 設 局  

 歩 道 が無 い又 は狭 い箇 所 において、バリアフリーに配 慮 した
歩 道 整 備 を推 進 し、安 全 で快 適 な歩 行 空 間 の形 成 を図
る。 
 また、現 道 の補 修 に併 せ、歩 道 の拡 幅 や段 差 ・ 勾 配 の改
善 などにより、歩 行 空 間 の確 保 ・ 改 善 を行 う。 

493   
地 下 鉄 車 両 へのフリースペース
導 入  

交 通 局  

 新 型 車 両 に更 新 する際 には、各 車 両 にフリースペースを設
置 する。 
 また、子 育 て応 援 スペースを都 営 地 下 鉄 の全 路 線 へ展 開
し、導 入 車 両 を順 次 拡 大 する。 

494   トイレの改 修 （ グレードアップ）  交 通 局  

 老 朽 化 している浅 草 線 、三 田 線 、新 宿 線 のトイレについ
て、出 入 口 の段 差 解 消 、ベビーチェア・ おむつ交 換 台 の増 設 、
パウダーコーナーの設 置 など、機 能 性 と清 潔 感 を備 えたトイレに
グレードアップする。 

495   マタニティマークの普 及 への協 力  交 通 局  

 出 産 や子 育 て支 援 のため、妊 娠 中 のお客 様 やそのご家 族
等 に対 するマタニティマークの配 布 を引 き続 き行 う。また、駅 貼
りポスターや車 内 ステッカー等 により、マークの普 及 促 進 に努 め
る。 
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＜目標を掲げている取組＞ 

番 号  事 業 名  所 管 局  
目 標 値 （ 年 度 の記 載 ないものは、 

令 和 11 年 度 末 までの目 標 ）  
令 和 5 年 度 実 績  

485   
鉄 道 駅 総 合 バ リ ア フ リ ー 推 進
事 業 （ バ リ ア フ リ ー 基 本 構 想
等 作 成 費 補 助 ）  

都 市 整 備 局  
バリ ア フ リ ー 化 に 向 けた 取 り 組 み を 都
内 各 地 に展 開  
（ 2030 年 度 ）  

実 績  
・ 協 議 会 等 を 通
じ 、 区 市 町 村 に 基
本 構 想 及 び 促 進
方 針 作 成 の 技 術
的 支 援 を実 施  
・ 基 本 構 想 等 作
成 費 補 助 事 業 を
実 施 （ 基 本 構 想
1 区 1 市 、促 進 方
針 2 区 1 市 ）  
< 参 考 > バ リ ア フ リ
ー基 本 構 想 を作 成
した区 市 町 村 の 数
31 区 市 （ 21 区
10 市 ） 102 地
区 、 移 動 等 円 滑
化 促 進 方 針 を 作
成 した区 市 町 村 の
数 9 区 市 （ 6 区 3
市 ） 37 地 区  

487   
鉄 道 駅 総 合 バ リ ア フ リ ー 推 進
事 業 （ ホ ー ム ドア 等 整 備 促 進
事 業 ）  

都 市 整 備 局  
Ｊ Ｒ ・ 私 鉄 の整 備 率  
約 ６ 割 （ 2030 年 度 ）  

補 助 実 績  
 ホ ー ム ド ア 整 備  
12 駅  
に 対 し て 補 助 を 実
施  

491   道 路 のバリアフリー化  建 設 局  

 
東 京 都 道 路 バリアフリー推 進 計 画 等
に 基 づ き 、 道 路 の バリ ア フ リ ー 化 の 整
備 を推 進  

○ 主 要 駅 周 辺  
6km 整 備 完 了  
○ 令 和 元 年 に 国
が指 定 した特 定 道
路  5km 整 備 完
了  
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【６ 子供・子育てを応援する機運の醸成】 

＜子育て家庭を取り巻く状況＞ 

 ○  地 域 に 支 え ら れ て い る と 感 じ て い る 人 は 「 感 じ る 」「 や や 感 じ る 」 を 合 わ せ て
38.2％ とな って いま す。  

 
図 表 125 子 育 て を す る 上 で 、 地 域 に 支 え ら れ て い る と 感 じ て い ま す か 。  

 
資 料 ： 東 京 都 「 令 和 ６ 年 度 若 年 層 及 び 子 育 て 世 代 を 対 象 と し た 意 識 調 査 」  
 

＜現状と課題＞ 

 ○  子 育て 応 援と うき ょう パス ポ ート につ いて は 、令 和７ 年１ 月 1 日 現在 、約 9,200
店の 企業・店舗 等が 協賛 店と して 登 録し てい ます 。子供・子育 ての 機運 を醸 成 する
ため 、引 き続 き 、協 賛店 を増 やし て いく こと が重 要で す 。  

 ○  社 会の あ らゆ る主 体と 連携 し 、官 民 一体 とな って 、子供 の 笑顔 があ ふれ る 社会 、
安 心 し て 子 供 を 産 み 育 て ら れ る 社 会 を 目 指 す 取 組 で あ る 、 こ ど も ス マ イ ル ム ー ブ
メン トに つい て は、令和 ７年 １月 １ 日現 在、約 1,900 団 体が 参画 して いま す。引 き
続き 参画 企業・団 体 を 増や すと とも に 、子 供 が笑 顔に なる 取 組を 推進 して いく こ と
が重 要で す。  

 ○  妊 娠・ 出 産・ 子育 て支 援や 社 会的 養護 など の「 子 供・ 子育 て支 援」 を 、NPO 等
を含 めた 社会 全 体で 推進 して いく 必 要が あり ます 。  

  

感じる
7.3%

やや感じる
30.9%

あまり感じな
い

35.9%

全く感じない
12.3%

わからない
13.5%

n=3,229



297 
 

＜取組の方向性＞ 

 ○  ポ ータ ル サイ ト・アプ リ「 と うき ょう 子育 てス イ ッチ 」に より 、子 育 て当 事者・
支援 者に 役立 つ 情報 を発 信し てい き ます 。  

 ○  子 育て 応 援と うき ょう パス ポ ート を運 営し てい き ます 。  
 ○  こ ど も ス マ イ ル ム ー ブ メ ン ト の 取 組 を 更 に 加 速 さ せ る た め に 、 幅 広 い 主 体 の 連

携を 都が 促進 し 、リ ー ディ ング モデ ル とな る象 徴的 な取 組 の推 進や 参画 企業・団 体
の 特 性 や 強 み を 活 か し た 様 々 な 取 組 の 促 進 に 加 え 、 こ ど も ス マ イ ル ム ー ブ メ ン ト
の普 及啓 発を 進 めて いき ます 。  

 ○  NPO 等を 子 供 ・子 育て 支援 を 担う 重要 な柱 の一 つ と位 置付 け、 効果 的 な事 業を
展開 する NPO 等に 対 し、財 政支 援 等を 行 うこ とで、社 会全 体 での 子供・子 育て 支
援を 一層 推進 し てい きま す。  

 
■子 育て 応援 と うき ょう パス ポー ト  
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■こ ども スマ イ ルム ーブ メン ト  
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＜計画事業＞ 

◆ ： 第 ３ 期 に お い て 追 加 し た 事 業  

番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

496   
子 供 ・ 子 育 て応 援 とうきょう事
業  

福 祉 局  

 東 京 のポテンシャルを生 かした協 働 の促 進 、東 京 の子 育 て
に役 立 つ情 報 の発 信 、子 育 て家 庭 が子 育 てを応 援 するサー
ビスを受 けることができる仕 組 みの構 築 等 （ 子 育 て応 援 とうき
ょうパスポート事 業 ） 、その他 、社 会 全 体 で子 育 てを応 援 する
機 運 を高 める取 組 を行 う。 
（ 「 子 育 て応 援 とうきょう会 議 事 業 」 （ 平 成 19 年 度 開
始 ） と「 子 育 て応 援 とうきょうパスポート事 業 」 （ 平 成 28 年
度 開 始 ） を統 合 。「 子 育 て応 援 とうきょう会 議 の運 営 」 は令
和 2 年 度 をもって終 了 。）  

497   こどもスマイルムーブメント 
子 供 政 策 連
携 室  

 社 会 の様 々な主 体 と連 携 し、官 民 一 体 となって「 子 供 の
笑 顔 があふれる社 会 」 「 安 心 して子 供 を産 み育 てられる社
会 」 を目 指 す取 組 として、「 こどもスマイルムーブメント」 を推 進 し
ている。令 和 ７ 年 １ 月 現 在 、1,900 を超 える参 画 企 業 ・ 団
体 がこどもスマイルムーブメント宣 言 に賛 同 し、子 供 の笑 顔 につ
ながる子 供 の目 線 に立 った様 々な取 組 を展 開 している。 

498 ◆ 子 供 が輝 く東 京 ・ 応 援 事 業  福 祉 局  

 NPO 等 を子 供 ・ 子 育 て支 援 を担 う重 要 な柱 の一 つと位
置 付 け、効 果 的 な事 業 を展 開 する NPO 等 に対 し、都 が直
接 財 政 支 援 等 を行 うことで、社 会 全 体 での子 供 ・ 子 育 て支
援 を一 層 推 進 していく。 
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コラム：「とうきょう子育てスイッチ」ユーザーアンケート 

 

■「とうきょう子育てスイッチ」について 

 ○ 「とうきょう子育てスイッチ」は、都内自治体の子育て支援サービス、子育て応援

とうきょうパスポートが利用できる施設・店舗、赤ちゃん・ふらっと（授乳・おむつ

替えスペース）、小児救急医療機関、バリアフリートイレなどの情報が検索できる、

東京都の子育て情報サイトです。 

 

 ○ 子育て応援とうきょうパスポートのデジタルパスポートの取得・表示や、子育てお

役立ち情報のコラム掲載など、子育てを応援するコンテンツが満載です。 

 

■ユーザーアンケートについて 

 ○ 「とうきょう子育てスイッチ」アプリ・サイトの利用状況を今後の参考とするた

め、定期的にユーザーアンケートを実施しています。 

 

 ○ アンケート結果の一部を紹介します。（回答総数 1,029 件） 

 

   （子供の年齢について） 

 

 

 ○ 就学前のお子さんをお持ちのご家庭を中心に、幅広くご利用いただいています。就

学後の子育て支援サービスに関する情報も掲載しておりますので、ご活用ください。 
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   （子育てスイッチ利用時のツールについて） 

 

 

 

 ○ 子育てスイッチは、パソコンやスマートフォンのブラウザから閲覧する「Web サイ

ト版（ブラウザ版）」と、スマートフォンやタブレットにインストールして使用する

「アプリ版」の２種類があります。アプリでは、1 度お子さんの情報を登録すれば、

それ以降毎回の入力の必要はなく、子育て応援とうきょうパスポートを簡単に表示さ

せたり、すぐに「現在地検索」のページに飛ぶことができるなど、Web サイト版より

素早く操作ができます。令和５年度後半に行った調査時点と比べると、アプリをお使

いのご家庭の割合が増加しています。 

 

 ○ 子育てスイッチで欲しいコンテンツや機能としては、割引・クーポンなどのお得な

サービスの提供や、遊び場などのお出かけできる場所に関する情報を多く掲載してほ

しいといった声が多くありました。今後もより多くの皆様に利用いただけるよう、改

善していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         ▲子育てスイッチ 

                          二次元バーコード 

   ▲とうきょう子育てスイッチ       （サイト内にアプリ取得用の 

マスコットキャラクター          リンクがございます） 

最 新 の 結 果  


